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はじ
め
に
真
言
宗
に
お
け
る
伝
法
灌
頂
は
、
四
度
加
行
を
修
め
た
者
で
な
け
れ
ば
受
け
ら
れ
な
い
儀
式
で
あ
る
。
ま
た
、
阿
闍
梨
と
な
っ
て
一
寺
の
住
職
と
な
る
資
格
を
得
る
た
め
に
は
、
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
儀
式
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
真
言
宗
の
修
学
僧
に
と
っ
て
、
伝
法
灌
頂
を
受
け
る
こ
と
は
、
到
達
す
べ
き
重
要
な
目
標
の
一
つ
で
あ
る
。
重
要
な
儀
式
で
あ
る
だ
け
に
、
受
者
で
あ
る
修
学
僧
に
は
厳
し
い
密
教
の
修
練
を
積
む
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。
一
方
、
授
者
側
と
し
て
は
、
灌
頂
を
授
け
る
資
格
を
持
っ
た
大
阿
闍
梨
で
な
け
れ
ば
灌
頂
壇
を
開
く
こ
と
が
で
き
な
い
上
に
、
灌
頂
壇
を
設
営
し
運
営
す
る
た
め
に
は
、
か
な
り
の
資
金
と
人
員
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
経
済
的
な
基
盤
と
人
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
有
し
て
い
る
こ
と
も
必
要
で
あ
っ
た
。本
稿
で
は
、
近
世
地
方
寺
院
に
お
け
る
僧
侶
の
修
学
に
関
す
る
研
究
の
一
階
梯
と
し
て
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
初
期
に
か
け
て
、
地
方
寺
院
で
行
わ
れ
た
伝
法
灌
頂
の
実
態
を
、
国
伝
山
地
（
注
1
）
蔵
寺
（
小
松
島
市
松
島
町
）
に
所
蔵
さ
れ
る
「
伝
法
灌
頂
受
者
録
」「
伝
法
灌
頂
印
信
」
な
ど
の
伝
法
灌
頂
関
係
文
献
を
資
料
と
し
て
、
伝
法
灌
頂
開
壇
の
年
時
、
各
伝
法
灌
頂
に
お
け
る
大
阿
闍
梨
・
受
者
に
注
目
し
、
国
伝
山
地
蔵
寺
を
道
場
と
す
る
伝
法
灌
頂
に
つ
い
て
概
観
す
る
。ま
た
、
資
料
提
供
を
目
的
と
し
て
、
本
稿
で
考
察
に
使
用
し
た
国
伝
山
地
蔵
寺
所
蔵
の
伝
法
灌
頂
関
係
文
献
を
翻
刻
し
、
卷
末
に
附
す
。
一
国
伝
山
地
蔵
寺
に
お
け
る
伝
法
灌
頂
開
壇
の
時
期
国
伝
山
地
蔵
寺
（
以
下
「
国
伝
山
」
と
略
称
す
る
）
に
所
蔵
さ
れ
る
伝
法
灌
頂
関
係
文
献
か
ら
、
国
伝
山
を
道
場
と
す
る
伝
法
灌
頂
開
壇
の
年
時
を
見
る
と
、
享
保
十
（
一
七
二
五
）
年
三
月
に
開
壇
さ
れ
た
伝
法
灌
頂
が
、
国
伝
山
最
初
の
伝
法
灌
頂
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
明
治
十
六
（
一
八
八
三
）
年
ま
で
、
国
伝
山
を
道
場
と
し
て
計
十
七
回
の
伝
法
灌
頂
が
開
壇
さ
れ
て
い
る
。
各
伝
法
灌
頂
の
開
壇
年
時
と
大
阿
闍
梨
に
つ
い
て
、
依
拠
（
注
2
）
資
料
に
よ
っ
て
掲
げ
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
1
享
保
十
（
一
七
二
五
）
年
三
月
十
日
〜
二
十
日
、
大
阿
闍
梨
寂
如
（
依
拠
資
料
『
傳
法
灌
頂
授
者
録
』
27
箱
70
）
2
宝
暦
八
（
一
七
五
八
）
年
十
一
月
一
日
〜
四
日
、
大
阿
闍
梨
證
吽
（
依
拠
資
料
『
傳
法
灌
頂
印
信
紹
書
』
22
箱
13
（
2
）、『
傳
法
灌
頂
印
信
』
22
箱
30
、『
傳
法
灌
頂
印
信
紹
書
』
22
箱
33
、『
傳
法
灌
頂
印
信
紹
書
』
22
箱
46
）
3
安
永
六
（
一
七
七
七
）
年
三
月
二
十
六
日
、
大
阿
闍
梨
浄
光
（
依
拠
資
料
『
傳
法
灌
頂
道
場
清
軌
（
他
）』
18
箱
6
）
4
寛
政
六
（
一
七
九
四
）
年
十
一
月
七
日
〜
十
三
日
、
大
阿
闍
梨
宥
金
（
依
拠
資
料
、
同
右
）
5
文
化
九
（
一
八
一
二
）
年
十
一
月
一
日
〜
五
日
、
大
阿
闍
梨
宥
金
（
依
拠
資
料
、
同
国
伝
山
地
蔵
寺
に
お
け
る
「
伝
法
灌
頂
」
に
つ
い
て
原
卓
志
（
キ
ー
ワ
ー
ド‥
国
伝
山
地
蔵
寺
伝
法
灌
頂
伝
授
僧
侶
教
育
大
阿
闍
梨
）
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右
）
6
文
化
十
二
（
一
八
一
五
）
年
四
月
一
日
、
大
阿
闍
梨
宥
金
（
依
拠
資
料
、
同
右
）
7
文
政
二
（
一
八
一
九
）
年
十
一
月
十
四
日
〜
十
八
日
、
大
阿
闍
梨
菩
提
華
、
默
雅
（
依
拠
資
料
、
同
右
）
8
天
保
六
（
一
八
三
五
）
年
三
月
二
十
二
日
二
十
四
日
、
大
阿
闍
梨
宥
義
（
依
拠
資
料
、
同
右
）
9
天
保
十
（
一
八
三
九
）
年
四
月
一
日
〜
三
日
、
大
阿
闍
梨
宥
義
（
依
拠
資
料
、
同
右
）
10
天
保
十
四
（
一
八
四
三
）
年
十
月
五
日
、
大
阿
闍
梨
宥
義
（
依
拠
資
料
、
同
右
）
11
弘
化
四
（
一
八
四
七
）
年
四
月
二
十
日
〜
二
十
四
日
、
大
阿
闍
梨
宥
雄
（
依
拠
資
料
、
同
右
）
12
安
政
三
（
一
八
五
六
）
年
九
月
二
十
日
〜
二
十
四
日
、
大
阿
闍
梨
宥
義
（
依
拠
資
料
、
同
右
）
13
文
久
三
（
一
八
六
三
）
年
三
月
三
日
〜
五
日
、
大
阿
闍
梨
宥
義
（
依
拠
資
料
、
同
右
）
14
元
治
元
（
一
八
六
四
）
年
九
月
二
十
日
〜
二
十
五
日
、
大
阿
闍
梨
宥
宝
（
依
拠
資
料
、
同
右
・
『
傳
法
灌
頂
受
者
僧
名
受
明
灌
頂
名
面
帖
』
35
箱
24
）
15
元
治
二
（
一
八
六
五
）
年
四
月
二
十
八
日
、
大
阿
闍
梨
宥
宝
（
依
拠
資
料
、『
傳
法
灌
頂
道
場
清
軌
（
他
）』
18
箱
6
）
16
明
治
十
一
（
一
八
七
八
）
年
五
月
二
十
一
日
、
大
阿
闍
梨
宥
宝
（
依
拠
資
料
『
傳
法
灌
頂
受
者
僧
名
受
明
灌
頂
名
面
帖
』
35
箱
23
）
17
明
治
十
六
（
一
八
八
三
）
年
三
月
三
日
〜
六
日
、
大
阿
闍
梨
宥
宝
（
依
拠
資
料
『
傳
法
灌
頂
受
者
僧
名
受
明
灌
頂
名
面
帖
』
36
箱
2
）
享
保
十
年
以
前
に
、
国
伝
山
を
道
場
と
し
て
伝
法
灌
頂
が
開
壇
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
、
資
料
が
残
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
未
詳
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
た
だ
し
、
傳
法
灌
頂
開
壇
の
た
め
に
は
、
灌
頂
の
た
め
の
諸
道
具
類
を
そ
ろ
え
る
た
め
の
か
な
り
の
資
金
と
、
灌
頂
儀
式
に
お
け
る
様
々
な
役
割
を
こ
な
す
こ
と
の
で
き
る
人
員
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
少
な
く
と
も
正
徳
年
間
か
ら
享
保
の
初
め
頃
ま
で
の
国
伝
山
で
は
、
伝
法
灌
頂
の
開
壇
は
困
難
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
国
伝
山
所
蔵
『
先
師
并
日
牌
月
牌
過
（
注
3
）
去
帳
』
に
は
、
初
代
か
ら
十
一
代
ま
で
の
住
職
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
る
。
初
代
阿
遮
梨
耶
長
見
當
山
草
創
已
來
累
代
先
師
、
爲
兵
乱
失
書
記
、
又
爲
洪
水
漂
流
未
詳
。
中
興
開
山
。
此
師
生
産
未
詳
。
示
寂
年
月
未
知
旦
以
朔
日
供
之
。
二
代
阿
闍
梨
耶
長
増
慶
長
辛
丑
六
年
八
月
四
日
示
寂
。
此
師
生
縁
亦
未
詳
。
三
代
權
大
僧
都
法
印
宥
辨
寛
永
九
壬
申
年
八
月
十
五
日
寂
。
宥
傳
之
師
範
也
。
四
代
權
大
僧
都
法
印
宥
傳
上
人
慶
安
四
辛
卯
五
月
十
三
日
、
六
十
六
歳
終
。
此
師
時
世
大
盛
當
寺
中
興
之
主
也
。
在
住
四
十
餘
年
。
五
代
阿
闍
梨
耶
宥
翁
寛
文
七
丁
未
年
六
月
十
一
日
。
六
代
阿
闍
梨
尊
宥
天
和
元
辛
酉
年
二
月
三
日
寂
。
此
師
爲
野
山
学
徒
谷
上
千
藏
院
主
也
。
當
寺
在
住
五
年
。
七
代
阿
闍
梨
宥
英
貞
享
元
甲
子
七
月
四
日
寂
。
在
職
十
有
二
年
。
八
代
阿
闍
梨
實
宥
小
松
嶋
浦
住
、
寺
澤
氏
之
子
産
也
。
住
職
廿
八
年
餘
厭
勞
、
正
徳
二
年
六
月
、
退
寺
而
附
于
尊
翁
遮
梨
。
諱
南
海
。
享
保
廿
乙
卯
年
九
月
廿
四
日
。
九
代
阿
闍
梨
尊
翁
大
松
邑
人
也
。
住
中
津
峯
如
意
輪
寺
、
正
徳
二
年
六
月
轉
住
當
寺
。
悲
當
寺
破
壊
之
勞
懃
修
補
之
難
、
復
退
住
于
如
意
輪
寺
而
附
継
歡
。
在
住
一
年
。
享
保
十
五
庚
戌
十
一
月
八
日
。
十
代
權
大
僧
都
法
印
繼
歡
淡
州
三
原
郡
榎
並
邑
之
産
也
。
始
住
同
邦
阿
万
東
邑
妙
觀
寺
。寶
永
元
年
八
月
、當
國
板
野
郡
黒
崎
邑
爲
西
田
寺
之
主
。
時
正
徳
三
年
閏
五
月
、
應
逼
請
而
轉
住
當
寺
。
堂
宇
殿
閣
悉
以
破
裂
衰
荒
而
艱
苦
亦
甚
。住
世
九
年
修
補
成
半
、寺
格
挍
歸
古
。
享
保
六
辛
丑
年
二
月
廿
九
日
掩
化
。
四
十
七
歳
諱
頼
音
房
。
十
一
權
大
僧
都
法
印
繼
雄
淡
州
三
原
郡
阿
万
之
産
也
。
正
徳
四
甲
午
十
二
月
、
受
命
於
繼
歡
、
爲
西
田
寺
主
。
享
保
六
年
復
蒙
歡
師
遷
寂
之
遺
嘱
、
轉
住
于
當
院
。
在
住
十
一
年
。
此
師
時
世
、
佛
閣
莊
嚴
悉
造
立
修
補
。
享
保
十
六
辛
亥
八
月
十
七
日
。
こ
の
記
述
に
よ
る
と
、
九
代
の
阿
闍
梨
尊
翁
の
頃
か
ら
国
伝
山
は
荒
廃
し
て
お
り
、
第
十
世
権
大
僧
都
法
印
継
歓
の
見
た
国
伝
山
は
「
堂
宇
殿
閣
悉
以
破
裂
衰
荒
」
し
た
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
尊
翁
は
、
修
補
に
手
を
つ
け
る
こ
と
も
で
き
ず
如
意
輪
寺
に
去
る
が
、
こ
れ
を
継
い
だ
継
歓
は
修
補
に
尽
力
す
る
。
し
か
し
、
享
保
六
年
、
修
補
な
か
ば
に
し
て
継
歓
は
世
を
去
る
。
志
は
第
十
一
世
権
大
僧
都
法
印
継
雄
に
引
き
継
が
れ
、
継
雄
の
時
代
に
よ
う
や
く
修
補
原 卓 志
―２６７―
の
志
は
成
就
し
、「
佛
閣
莊
嚴
悉
造
立
修
補
」
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
国
伝
山
の
荒
廃
が
何
時
の
頃
か
ら
始
ま
っ
た
の
か
、
明
確
に
は
し
が
た
い
が
、
少
な
く
と
も
尊
翁
か
ら
何
代
か
前
の
住
職
の
時
代
か
ら
経
済
的
な
問
題
を
抱
え
て
い
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
状
態
で
伝
法
灌
頂
を
開
壇
す
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
享
保
十
年
に
伝
法
灌
頂
が
開
壇
さ
れ
た
の
は
、
ま
さ
に
継
雄
に
よ
っ
て
国
伝
山
修
補
が
成
っ
た
時
期
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
修
補
の
費
用
の
大
部
分
は
地
域
の
有
力
者
や
檀
家
か
ら
の
喜
捨
に
よ
っ
て
賄
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
修
補
の
完
成
は
、
一
つ
の
寺
を
維
持
し
運
営
し
て
い
く
だ
け
の
経
済
的
な
基
盤
が
ひ
と
と
お
り
整
え
ら
れ
た
こ
と
も
関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
住
職
の
継
雄
や
弟
子
の
僧
侶
、檀
家
の
人
々
の
喜
び
は
大
き
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。そ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
こ
の
享
保
十
年
の
伝
法
灌
頂
は
、
い
わ
ば
記
念
的
な
行
事
と
し
て
開
壇
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
も
許
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
伝
法
灌
頂
の
開
壇
年
時
に
つ
い
て
見
る
と
、
享
保
十
年
か
ら
、
次
に
開
壇
さ
れ
る
宝
暦
八
年
ま
で
、
実
に
三
十
四
年
も
の
間
隔
が
あ
る
。
そ
の
後
、
第
五
回
の
文
化
九
年
ま
で
は
、
十
七
年
か
ら
十
九
年
の
間
隔
で
開
壇
さ
れ
る
。
第
五
回
か
ら
第
十
一
回
の
弘
化
四
年
ま
で
は
、
三
年
か
ら
四
年
ご
と
に
開
壇
さ
（
注
4
）
れ
る
。
第
十
一
回
か
ら
第
十
三
回
文
久
三
年
ま
で
は
、
七
年
・
九
年
と
や
や
間
隔
が
開
く
が
、
第
十
四
回
元
治
元
年
、
第
十
五
回
元
治
二
年
の
間
隔
は
一
年
と
短
い
。
そ
し
て
、
明
治
に
入
っ
て
か
ら
は
十
三
年
、
五
年
と
再
び
間
隔
が
開
く
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
江
戸
時
代
末
期
に
か
け
て
、
伝
法
灌
頂
開
壇
の
間
隔
が
狭
ま
る
こ
と
は
、
国
伝
山
の
経
済
基
盤
が
次
第
に
整
備
・
拡
充
さ
れ
、
堅
固
な
も
の
と
な
る
こ
と
と
連
動
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
お
よ
そ
四
年
ご
と
に
伝
法
灌
頂
が
開
壇
さ
れ
る
よ
う
に
、
開
壇
が
定
例
化
し
て
い
く
の
も
、
国
伝
山
の
経
済
的
な
余
裕
か
ら
可
能
に
な
っ
た
こ
と
で
は
な
い
か
と
予
測
さ
れ
る
。
今
後
、
江
戸
時
代
の
国
伝
山
の
経
済
状
況
・
活
動
に
関
す
る
資
料
を
収
集
・
分
析
し
、
伝
法
灌
頂
開
壇
と
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
課
題
と
な
る
。
二
教
育
機
関
と
し
て
見
た
伝
法
灌
頂
道
場
伝
法
灌
頂
の
開
壇
は
、
当
該
寺
院
の
経
済
状
態
が
重
要
な
要
素
と
な
る
が
、
も
う
一
つ
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
僧
侶
教
育
と
い
う
側
面
で
あ
る
。
未
灌
頂
の
僧
侶
は
、
入
寺
し
た
（
あ
る
い
は
止
住
す
る
）
寺
院
で
伝
法
灌
頂
が
開
壇
さ
れ
な
い
と
す
れ
ば
、
伝
法
灌
頂
が
開
壇
さ
れ
る
別
の
寺
院
に
出
か
け
て
入
壇
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
伝
山
に
は
、
享
保
十
年
以
前
の
伝
法
灌
頂
に
関
す
る
も
の
と
し
て
、
第
八
代
住
職
で
あ
る
阿
闍
梨
実
宥
の
印
信
・
紹
書
・
血
脈
が
残
さ
れ
て
（
注
5
）
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
貞
享
二
（
一
六
八
五
）
年
八
月
十
四
日
に
権
大
僧
都
尊
海
か
ら
中
院
流
引
摂
院
方
の
許
可
灌
頂
を
受
け
た
こ
と
が
分
か
る
。
残
念
な
が
ら
、
灌
頂
道
場
の
場
所
に
つ
い
て
は
記
載
が
な
い
。
こ
の
灌
頂
の
大
阿
闍
梨
で
あ
る
尊
海
は
、
備
後
福
山
出
身
の
学
僧
で
、
信
州
宝
幢
寺
の
海
義
に
つ
い
て
三
密
瑜
伽
を
修
め
た
。
寛
文
五
（
一
六
六
五
）
年
、
三
十
八
歳
で
高
野
山
往
生
院
谷
の
随
心
院
に
入
り
、
南
院
の
良
意
に
し
た
が
っ
て
中
院
流
を
修
め
て
い
る
。
貞
享
二
（
一
六
八
五
）
年
に
は
、
宥
算
か
ら
伝
法
灌
頂
を
受
け
、
元
禄
五
（
一
六
九
二
）
年
に
遍
照
光
院
を
住
持
し
、
翌
元
禄
六
年
九
月
に
無
量
壽
院
主
と
な
っ
て
（
注
6
）
い
る
。
こ
の
よ
う
な
尊
海
の
来
歴
か
ら
推
測
す
れ
ば
、
実
宥
が
灌
頂
を
受
け
た
の
は
高
野
山
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
慧
旭
と
い
う
僧
侶
の
印
信
・
紹
書
・
血
脈
が
残
さ
れ
て
い
る
。
慧
旭
の
出
自
・
来
歴
は
未
詳
な
が
ら
、
印
信
・
紹
書
・
血
脈
か
ら
元
禄
七
（
一
六
九
四
）
年
四
月
七
日
に
、
淡
州
津
名
郡
五
智
山
覚
王
寺
に
て
、
覚
王
寺
住
職
の
獨
宝
か
ら
三
宝
院
流
の
伝
法
灌
頂
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
分
（
注
7
）
か
る
。
さ
ら
に
、
国
伝
山
十
代
住
職
で
あ
る
権
大
僧
都
法
印
継
歡
の
弟
子
で
あ
る
継
道
の
印
信
・
紹
書
か
ら
は
、
享
保
五
（
一
七
二
〇
）
年
三
月
九
日
に
、
阿
州
名
西
郡
東
明
山
童
学
寺
に
お
い
て
、
当
時
の
童
学
寺
を
住
持
し
て
い
た
寂
如
（
後
に
正
興
庵
開
基
）
か
ら
、
許
可
灌
頂
と
伝
法
灌
頂
を
同
日
に
受
け
て
い
る
こ
と
が
分
（
注
8
）
か
る
。
こ
の
ほ
か
に
、
板
野
郡
段
関
の
真
福
寺
か
ら
国
伝
山
に
転
住
し
て
き
た
宥
真
（
国
伝
山
十
三
代
住
職
）
は
、
阿
州
板
野
郡
矢
武
の
無
盡
山
荘
厳
院
に
て
、
同
寺
住
職
で
あ
る
権
僧
正
普
雄
か
ら
、
正
徳
二
（
一
七
一
二
）
年
三
月
四
日
に
許
可
印
信
を
受
け
、
同
月
十
日
に
伝
法
灌
頂
印
信
を
受
け
て
（
注
9
）
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
伝
法
灌
頂
を
受
け
よ
う
と
す
る
僧
侶
は
、
開
壇
さ
れ
る
寺
院
ま
で
、
は
る
ば
る
と
足
を
運
ん
で
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
、
伝
法
灌
頂
だ
け
で
な
く
、
真
言
宗
の
様
々
な
流
派
に
お
け
る
事
相
面
の
教
え
を
修
め
る
た
め
に
も
、
遠
く
ま
で
出
か
け
る
必
要
が
あ
っ
た
。
享
保
十
年
の
伝
法
灌
頂
を
受
け
た
僧
侶
た
ち
の
多
く
も
、
翌
年
開
か
れ
た
寂
如
の
秘
典
・
儀
軌
の
伝
授
を
受
け
る
た
め
に
正
興
庵
に
出
向
い
て
い
る
。正
興
庵
の『
灌
頂
授
法
暦
名
』
に
は
次
の
よ
う
に
載
せ
ら
（
注
10
）
れ
る
享
保
十
一
年
夏
六
月
朔
日
起
首
伝
経
軌
於
正
興
九
月
二
日
終
受
者
宥
賢
音
蔵
寺
快
慈
観
音
寺
體
遍
長
谷
寺
継
快
勝
福
寺
弁
意
蓮
花
寺
弁
雄
普
光
寺
宥
真
北
邑
光
福
寺
隆
算
讃
州
住
吉
岸
松
庵
資
隆
道
阿
州
荘
厳
院
資
隆
照
備
中
神
之
島
安
養
院
智
端
淡
州
下
境
西
円
寺
資
国伝山地蔵寺における「伝法灌頂」について
―２６８―
恵
空
同
国
个
延
命
寺
資
如
実
同
慈
眼
寺
資
流
厳
同
亮
英
同
加
治
屋
邑
万
福
寺
資
宥
道
阿
州
宝
珠
寺
龍
純
潮
明
寺
義
門
徳
府
春
日
寺
資
宥
栄
段
関
真
福
寺
宜
映
岩
倉
山
太
滝
寺
資
宥
辨
伊
沢
明
王
院
資
増
敬
讃
州
白
鳥
東
照
寺
増
盛
備
中
等
覚
寺
増
恕
讃
州
白
鳥
千
光
寺
資
宥
寛
小
枩
島
般
若
寺
詮
光
石
州
大
貫
邑
興
盛
寺
空
伝
淡
州
沼
島
神
宮
寺
資
如
実
讃
州
醍
醐
寺
資
真
戒
淡
州
真
観
寺
性
厳
石
州
川
下
邑
甘
南
備
寺
資
快
厳
阿
州
高
房
円
通
寺
宝
乗
同
資
真
弘
武
州
菖
蒲
町
吉
祥
院
資
隆
観
淡
州
福
満
寺
資
雄
詮
同
正
徧
寺
資
慈
航
豊
前
小
倉
成
願
寺
資
性
海
泉
州
池
田
森
光
寺
資
探
玄
阿
州
清
水
寺
資
快
慶
八
多
長
楽
寺
宥
雄
嶋
田
松
寿
庵
宥
義
櫛
木
禪
定
寺
資
通
計
四
十
有
一
人
右
の
内
、
傍
線
を
付
し
た
僧
侶
が
享
保
十
年
の
伝
法
灌
頂
受
者
と
し
て
名
の
見
え
る
僧
侶
で
あ
る
。
こ
の
伝
授
に
は
国
伝
山
よ
り
も
更
に
遠
く
、
讃
州
・
淡
州
の
ほ
か
、
備
中
、
石
州
、
豊
前
、
武
州
か
ら
修
学
僧
が
集
ま
っ
て
い
る
。
三
ヶ
月
に
も
わ
た
る
長
期
間
の
伝
授
を
受
け
る
の
は
、
大
変
な
苦
労
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
伝
法
灌
頂
や
伝
授
の
道
場
が
も
し
、
自
分
の
止
住
す
る
寺
院
で
あ
っ
た
と
し
た
ら
、
受
者
の
労
力
は
大
幅
に
軽
減
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。国
伝
山
で
は
、
享
保
十
年
の
伝
法
灌
頂
以
来
、
諸
尊
法
や
密
軌
な
ど
の
様
々
な
伝
授
が
行
わ
れ
始
め
る
。
ま
ず
、
年
月
日
が
判
然
と
し
な
い
も
の
で
は
あ
る
が
、
正
興
庵
の
『
灌
頂
授
法
暦
名
』
に
は
次
の
よ
う
な
記
事
が
載
せ
ら
れ
る
。
如
公
於
小
枩
島
地
蔵
寺
伝
諸
尊
法
受
者
宥
真
真
福
寺
実
浄
淡
州
延
命
寺
本
仙
阿
州
宝
聚
寺
通
計
三
人
こ
こ
に
受
者
と
し
て
記
載
さ
れ
る
宥
真
・
実
浄
・
本
仙
の
三
人
は
、
い
ず
れ
も
享
保
十
年
の
伝
法
灌
頂
の
受
者
と
し
て
記
録
さ
れ
て
お
り
、
寂
如
に
つ
い
て
安
祥
寺
流
の
伝
法
灌
頂
を
受
け
た
僧
侶
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
伝
法
灌
頂
の
前
後
に
寂
如
に
よ
っ
て
諸
尊
法
の
伝
授
を
受
け
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
宝
暦
八
年
十
一
月
の
第
二
回
伝
法
灌
頂
の
後
、
宝
暦
十
一
（
一
七
六
一
）
年
八
月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
、
国
伝
山
に
お
い
て
正
興
庵
二
世
の
義
剛
に
よ
る
地
蔵
院
流
覚
雄
方
の
伝
授
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
示
す
印
信
が
残
さ
れ
て
（
注
11
）
い
る
。
八
月
五
日
に
初
重
の
許
可
が
行
わ
れ
、
二
重
・
三
重
へ
と
伝
授
が
続
け
ら
れ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
正
興
庵
の
『
灌
頂
授
法
暦
名
』
に
は
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。
（
宝
暦
）
十
二
年
春
二
月
剛
公
応
小
枩
島
地
蔵
寺
之
請
授
三
流
地
方
于
三
十
五
人
其
名
幽
真
地
蔵
寺
宥
観
真
福
寺
智
泊
薬
師
寺
琳
重
般
若
寺
禪
道
田
林
寺
如
宥
宝
性
寺
宥
賢
正
福
寺
徳
宝
日
開
野
円
福
寺
寂
宝
桂
林
寺
快
応
醍
醐
寺
達
道
宝
蔵
寺
来
恵
観
音
寺
白
宝
福
成
寺
宥
澄
前
地
蔵
院
幽
雅
大
鳳
房
真
道
真
福
寺
資
重
鑁
般
若
寺
資
伝
剛
醍
醐
寺（
マ
マ
）
智
智
運
薬
師
寺
資
幽
金
地
蔵
寺
資
幽
高
同
（
地
蔵
寺
資
）
要
辨
円
城
寺
如
幢
妙
音
寺
資
隆
賢
如
意
輪
寺
資
佳
山
慈
恩
寺
資
龍
山
同
（
慈
恩
寺
資
）
一
如
釈
迦
院
浄
鏡
快
運
玄
道
坂
本
薬
師
寺
宥
全
善
集
寺
寂
吽
良
性
国
伝
山
に
残
さ
れ
た
印
信
の
日
付
と
異
な
る
点
が
不
審
で
あ
る
が
、
印
信
の
日
付
（
十
一
年
八
月
か
ら
十
一
月
）
が
正
し
い
と
判
断
さ
（
注
12
）
れ
る
。
宝
暦
十
一
年
の
覚
雄
方
伝
授
に
か
か
わ
る
印
信
が
国
伝
山
に
残
さ
れ
て
い
る
僧
侶
に
つ
い
て
、
傍
線
を
付
し
た
。
文
政
七
（
一
八
一
八
）
年
十
一
月
に
開
壇
さ
れ
た
第
七
回
の
伝
法
灌
頂
で
は
、
大
阿
闍
梨
で
あ
っ
た
正
興
庵
八
世
の
菩
提
華
が
体
調
を
崩
し
た
た
め
に
、
急
遽
童
学
寺
住
職
の
默
雅
（
後
の
正
興
庵
九
世
）
が
大
阿
闍
梨
の
代
役
と
し
て
立
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
（
注
13
）
い
る
。
菩
提
華
は
、
こ
の
伝
法
灌
頂
開
壇
に
先
立
ち
、
文
化
十
三
年
十
月
か
ら
十
一
月
ま
で
の
間
、
国
伝
山
で
安
祥
寺
流
の
秘
部
・
最
秘
部
を
伝
授
し
、
文
政
二
年
八
月
に
は
、
同
じ
く
国
伝
山
で
両
部
曼
荼
羅
秘
訣
を
伝
授
し
、
九
月
十
九
日
か
ら
は
三
宝
院
流
覚
雄
方
の
秘
策
を
伝
授
し
て
い
る
。
正
興
庵
の『
灌
頂
授
法
暦
名
』
で
は
次
の
よ
う
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
文
化
十
三
年
冬
十
月
ヨ
リ
至
十
一
月
伝
祥
流
ノ
秘
部
最
秘
部
于
三
人
于
小
松
島
地
蔵
寺
原 卓 志
―２６９―
宥
国
地
蔵
寺
主
宥
雄
観
音
寺
主
大
賢
藤
樹
寺
主
（
文
政
二
年
）
秋
八
月
応
請
于
小
松
島
地
蔵
寺
授
三
宝
院
覚
雄
方
秘
策
及
両
部
万
荼
羅
秘
訣
受
者
如
左
但
曼
荼
羅
為
先
長
道
地
蔵
寺
主
宥
雄
観
音
寺
主
玄
同
大
松
持
福
寺
顕
隆
江
田
宝
聚
寺
観
照
同
資
宥
寂
日
開
野
円
福
寺
遊
法
同
藤
樹
寺
慈
州
中
ノ
郷
宝
蔵
寺
宥
雅
北
山
地
藏
院
宥
玄
方
上
神
光
寺
重
如
般
若
寺
信
解
中
田
桂
林
寺
隆
道
福
蔵
寺
梁
道
新
居
密
厳
寺
晁
任
地
蔵
寺
資
賢
珍
田
埜
釈
迦
庵
快
龍
同
恩
山
寺
快
法
同
資
快
息
徳
島
清
水
寺
憲
道
住
吉
島
蓮
花
寺
覚
隆
中
津
峯
如
意
輪
寺
快
明
ハ
タ
長
楽
寺
隆
晃
宮
井
成
福
寺
修
空
勢
見
観
音
寺
瑞
峰
広
野
西
明
寺
玄
母
東
西
南
北
人
隆
玉
二
俣
法
国
寺
祥
幢
石
井
地
福
寺
資
栄
昌
海
厳
賀
利
屋
中
蔵
寺
海
岸
石
井
徳
蔵
寺
一
静
宝
生
寺
玉
勝
備
中
西
明
院
資
皎
範
八
幡
神
応
寺
密
明
荒
田
埜
神
宮
寺
隆
学
幻
夢
庵
信
解
性
戒
正
興
資
淳
良
已
上
万
荼
羅
受
者
（
文
政
二
年
）
秋
九
月
十
九
日
授
三
宝
院
流
授
于
長
道
等
十
六
人
長
道
地
蔵
寺
宥
雄
観
音
寺
智
淳
皎
範
神
応
寺
海
岸
徳
蔵
寺
快
龍
恩
山
寺
快
明
長
楽
寺
玄
母
隆
道
福
蔵
寺
資
良
順
晁
任
地
蔵
寺
資
教
範
百
光
円
通
寺
密
蔵
遊
法
藤
樹
寺
信
解
桂
林
寺
観
照
宝
聚
寺
資
恵
宏
当
庵
資
信
敞
修
空
観
音
寺
資
坦
然
文
化
十
二
（
一
八
一
五
）
年
に
六
十
六
歳
で
正
興
庵
八
世
と
な
っ
た
菩
提
華
は
、
文
政
二
年
三
月
に
正
興
庵
で
伝
法
灌
頂
の
大
阿
闍
梨
を
務
め
、
四
月
に
は
淡
路
の
延
命
寺
で
中
院
流
の
秘
策
を
伝
授
し
、
津
名
の
引
攝
寺
で
両
部
万
荼
羅
秘
訣
を
伝
授
す
る
な
ど
、
精
力
的
に
動
い
て
い
た
が
、
七
十
歳
と
い
う
高
齢
に
は
勝
て
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
伝
法
灌
頂
の
大
阿
闍
梨
を
默
雅
に
譲
る
こ
と
に
な
る
。
国
伝
山
を
道
場
と
し
た
伝
授
の
記
録
と
し
て
、
こ
の
ほ
か
に
は
主
な
も
の
を
見
な
い
。
し
か
し
、
記
録
が
な
い
こ
と
が
即
ち
伝
授
の
道
場
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
。
国
伝
山
に
残
さ
れ
て
い
た
印
信
以
外
の
記
録
と
し
て
は
、
正
興
庵
の
『
灌
頂
授
法
暦
名
』
が
知
ら
れ
る
だ
け
で
、
他
に
参
考
と
な
る
よ
う
な
有
益
な
資
料
を
持
た
な
い
ま
ま
に
概
観
し
た
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
国
伝
山
を
道
場
と
し
て
開
壇
さ
れ
た
伝
法
灌
頂
の
大
阿
闍
梨
を
見
る
と
、
第
一
回
の
享
保
十
年
で
は
、
当
時
の
住
職
で
あ
る
継
雄
と
正
興
庵
一
世
の
寂
如
が
務
め
た
。
継
雄
は
、
中
院
流
心
南
院
方
と
三
宝
院
流
憲
深
方
の
灌
頂
を
六
人
に
授
け
、
寂
如
は
、
安
祥
寺
流
を
中
心
に
、
三
宝
院
流
憲
深
方
、
同
道
教
方
、
同
実
勝
方
を
三
十
六
人
に
授
け
て
（
注
14
）
い
る
。
先
に
紹
介
し
た
寂
如
に
よ
る
諸
尊
法
の
伝
授
や
、
秘
典
・
儀
軌
の
伝
授
の
受
者
名
を
見
る
と
、
い
ず
れ
も
寂
如
が
伝
法
灌
頂
を
施
し
た
僧
侶
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
一
人
淡
州
福
良
の
慈
眼
寺
の
弟
子
で
あ
る
如
実
だ
け
が
、
継
雄
に
よ
る
伝
法
灌
頂
を
受
け
た
僧
侶
と
し
て
、
寂
如
の
秘
典
・
儀
軌
の
伝
授
を
受
け
て
い
る
。
こ
れ
は
、
如
実
が
継
雄
か
ら
中
院
流
の
伝
法
灌
頂
を
受
け
た
上
に
、
さ
ら
に
寂
如
か
ら
安
祥
寺
流
の
許
可
灌
頂
を
受
け
た
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
灌
頂
の
受
者
は
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
灌
頂
の
師
に
つ
い
て
、
そ
の
伝
授
を
受
け
た
の
で
あ
る
。
記
録
は
残
っ
て
い
な
い
が
、
継
雄
も
ま
た
住
持
す
る
国
伝
山
で
付
法
の
弟
子
に
対
し
て
中
院
流
、
三
宝
院
流
を
伝
受
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
第
二
回
の
宝
暦
八
年
の
伝
法
灌
頂
で
は
、
大
阿
闍
梨
の
（
注
15
）
證
吽
が
三
宝
院
流
実
深
方
の
許
可
印
信
、
伝
法
灌
頂
印
信
を
授
け
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
こ
の
後
に
三
宝
院
流
の
伝
授
も
行
わ
れ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
第
三
回
の
安
永
六
年
に
は
、
淨
光
が
大
阿
闍
梨
を
務
め
て
い
る
。
淨
光
は
、
寂
如
の
弟
子
で
、
宝
暦
七
年
、
五
十
四
歳
で
藤
樹
寺
住
職
か
ら
正
興
庵
の
第
三
世
に
な
っ
た
が
、
健
康
を
害
し
た
こ
と
で
、
宝
暦
八
年
三
月
に
正
興
庵
主
を
辞
し
て
藤
樹
寺
に
帰
っ
て
（
注
16
）
い
た
。
国
伝
山
と
藤
樹
寺
が
地
理
的
に
も
近
い
こ
と
か
ら
、
あ
る
い
は
藤
樹
寺
が
道
場
に
な
っ
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
淨
光
に
よ
る
安
祥
寺
流
、
中
院
流
の
伝
授
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
第
一
回
か
ら
第
三
回
ま
で
は
、
国
伝
山
外
の
有
力
な
僧
侶
を
招
い
て
伝
法
灌
頂
を
開
壇
し
、
真
言
宗
諸
流
の
伝
授
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
第
四
回
の
寛
政
六
年
開
壇
の
伝
法
灌
頂
か
ら
は
時
の
住
職
が
大
阿
闍
梨
を
務
め
る
よ
う
に
な
る
。
途
中
、
第
七
回
の
文
政
二
年
開
壇
の
伝
法
灌
頂
で
、
国
伝
山
外
の
菩
提
華
・
默
雅
が
大
阿
闍
梨
を
務
め
た
の
は
、
第
四
回
か
ら
第
六
回
ま
で
の
伝
法
灌
頂
で
大
阿
闍
梨
を
務
め
て
き
た
宥
金
が
、
文
化
十
二
年
五
月
に
亡
く
な
り
、
跡
を
継
い
だ
宥
国
も
ま
た
二
年
後
の
文
化
十
四
年
八
月
に
亡
く
な
る
と
い
う
非
常
事
態
が
か
か
わ
っ
て
、
例
外
的
な
措
置
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
宥
金
が
大
阿
国伝山地蔵寺における「伝法灌頂」について
―２７０―
闍
梨
を
務
め
た
寛
政
六
年
の
伝
法
灌
頂
か
ら
は
、
国
伝
山
の
住
職
に
よ
る
伝
法
灌
頂
と
諸
流
の
伝
授
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
伝
法
灌
頂
と
伝
授
を
一
つ
の
僧
侶
教
育
と
し
て
、
国
伝
山
に
お
け
る
伝
法
灌
頂
と
伝
授
を
大
阿
闍
梨
と
道
場
に
注
目
し
て
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
享
保
十
年
以
前
国
伝
山
外
の
僧
侶
が
、
国
伝
山
外
で
僧
侶
教
育
を
行
っ
た
時
代
享
保
十
年
か
ら
寛
政
六
年
国
伝
山
外
の
僧
侶
が
、
国
伝
山
内
で
僧
侶
教
育
を
行
っ
た
時
代
寛
政
六
年
以
降
国
伝
山
内
の
僧
侶
が
、
国
伝
山
内
で
僧
侶
教
育
を
行
っ
た
時
代
む
す
び
本
稿
で
は
、
近
世
地
方
寺
院
に
お
け
る
僧
侶
の
修
学
に
関
す
る
研
究
の
一
環
と
し
て
、
国
伝
山
地
蔵
寺
で
開
壇
さ
れ
た
伝
法
灌
頂
に
注
目
し
、
開
壇
の
年
時
、
大
阿
闍
梨
、
受
者
な
ど
の
伝
法
灌
頂
の
有
様
を
国
伝
山
に
残
さ
れ
た
文
献
を
主
な
資
料
と
し
て
観
察
し
た
。
こ
の
觀
察
を
通
し
て
、
大
雑
把
に
で
は
あ
る
が
、
国
伝
山
が
僧
侶
の
教
育
機
関
と
し
て
自
立
し
て
い
く
様
子
を
描
く
こ
と
が
で
き
た
。た
だ
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
大
阿
闍
梨
を
ど
の
よ
う
な
基
準
で
選
ん
だ
の
か
、
伝
法
灌
頂
の
受
者
を
集
め
る
に
は
ど
の
よ
う
な
方
法
を
用
い
た
の
か
な
ど
、
残
さ
れ
た
問
題
も
多
い
。
様
々
な
疑
問
や
問
題
を
今
後
に
残
し
た
ま
ま
、
ひ
と
ま
ず
本
稿
を
結
ぶ
。
注
（
1
）
国
伝
山
宝
珠
院
地
蔵
寺
は
、
弘
法
大
師
の
開
山
と
伝
え
ら
れ
る
真
言
宗
大
覚
寺
派
の
古
刹
で
あ
る
。『
阿
波
志
（
勝
浦
郡
）』
に
は
「
在
小
松
島
。
采
地
二
石
八
斗
余
。
天
正
七
年
十
二
月
、
吉
成
長
久
、
高
市
正
見
連
署
、
捨
地
八
百
歩
。
元
和
二
年
十
月
、
命
山
内
松
軒
、
寺
澤
六
右
衛
門
、
爲
除
地
。
寛
永
十
七
年
九
月
、
亦
命
釋
宥
傳
如
故
。
又
有
觀
音
寺
、
阿
彌
陀
寺
、
寶
性
寺
、
眞
福
寺
、
藥
師
寺
、
般
若
寺
。
六
宇
並
隷
地
藏
寺
」と
記
載
さ
れ
る
。
江
戸
時
代
に
は
、
右
の
観
音
寺
以
下
の
塔
頭
六
ヶ
寺
の
ほ
か
、
持
福
寺
（
大
松
村
）
・
宝
聚
寺
（
江
田
村
）
・
桂
林
寺
（
中
田
村
）
・
宝
蔵
寺
（
中
郷
村
）
・
円
福
寺
（
日
開
野
村
）
・
福
成
寺
（
田
浦
村
）
・
正
福
寺
（
西
塚
村
）
・
田
林
寺
（
本
庄
村
）
・
醍
醐
寺
（
飯
谷
村
）
の
末
寺
を
有
す
る
大
寺
で
あ
っ
た
。
徳
島
県
指
定
文
化
財
な
ど
、
今
に
多
く
の
寺
宝
を
有
す
る
ほ
か
、
調
査
・
研
究
の
及
ん
で
い
な
い
多
数
の
聖
教
・
典
籍
を
蔵
し
て
い
る
。
（
2
）
依
拠
資
料
は
、『
國
傳
山
寶
珠
院
地
藏
寺
所
藏
文
献
目
録
〔
上
冊
〕』（
原
卓
志
・
梶
井
一
曉
・
平
川
恵
実
子
編
、
平
成
二
十
五
年
三
月
）、『
國
傳
山
寶
珠
院
地
藏
寺
所
藏
文
献
目
録
〔
下
冊
〕』（
原
卓
志
・
梶
井
一
曉
・
平
川
恵
実
子
編
、
平
成
二
十
六
年
三
月
）
所
載
の
文
献
名
に
よ
り
、
箱
番
号
・
文
献
番
号
を
付
し
た
。
（
3
）『
先
師
并
日
牌
月
牌
過
去
帳
』（
箱
外
別
置
）
は
、
享
保
十
一
（
一
七
二
六
）
年
七
月
の
国
伝
山
地
蔵
寺
十
一
世
權
大
僧
都
法
印
繼
雄
の
序
文
を
有
す
る
過
去
帳
で
、
平
成
十
六
年
ま
で
書
き
継
が
れ
て
き
た
地
蔵
寺
代
々
住
職
の
過
去
帳
で
あ
る
。
（
4
）
た
だ
し
、
第
七
回
文
政
二
（
一
八
一
九
）
年
か
ら
、
第
八
回
天
保
六
（
一
八
三
五
）
の
開
壇
の
間
は
十
六
年
と
長
く
な
っ
て
い
る
。
（
5
）
注
（
2
）『
國
傳
山
寶
珠
院
地
藏
寺
所
藏
文
献
目
録
〔
上
冊
〕』
記
載
の
22
箱
69
・
70
・
71
を
参
照
。
厳
密
に
い
う
な
ら
ば
、
こ
の
印
信
は
、
伝
法
灌
頂
印
信
で
は
な
く
、
許
可
印
信
で
あ
る
。
（
6
）
尊
海
の
来
歴
に
つ
い
て
は
『
金
剛
峯
寺
諸
院
家
析
負
輯
』（
続
真
言
宗
全
書
刊
行
会
、
昭
和
五
十
三
年
二
月
）
に
詳
し
い
。
（
7
）
注
（
2
）『
國
傳
山
寶
珠
院
地
藏
寺
所
藏
文
献
目
録
〔
上
冊
〕』
記
載
の
22
箱
14
・
15
・
16
を
参
照
。
獨
宝
は
、
覚
王
寺
の
住
職
で
、
後
に
正
興
庵
を
開
く
寂
如
に
も
醍
醐
三
宝
院
流
を
伝
授
し
て
い
る
。
（
8
）
注
（
2
）『
國
傳
山
寶
珠
院
地
藏
寺
所
藏
文
献
目
録
〔
上
冊
〕』
記
載
の
22
箱
80
〜
83
を
参
照
。
こ
の
当
時
、
寂
如
は
童
学
寺
の
住
職
で
あ
っ
た
。
国
伝
山
十
四
代
の
宥
栄
が
元
禄
五
年
三
月
七
日
に
寂
如
か
ら
受
け
た
受
明
灌
頂
印
信
（
22
箱
85
）
も
、
童
学
寺
を
道
場
と
し
て
開
壇
さ
れ
た
伝
法
灌
頂
時
に
受
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。
（
9
）
注
（
2
）『
國
傳
山
寶
珠
院
地
藏
寺
所
藏
文
献
目
録
〔
上
冊
〕』
記
載
の
22
箱
56
〜
58
を
参
照
。
（
10
）
吉
田
寛
如
編
著
『
正
興
寺
』（
正
興
寺
開
創
二
百
五
十
周
年
記
念
会
、
昭
和
四
十
九
年
十
一
月
）
所
収
。
（
11
）
注
（
2
）『
國
傳
山
寶
珠
院
地
藏
寺
所
藏
文
献
目
録
〔
上
冊
〕』
記
載
。
宥
真
の
印
信
22
箱
59
、
宥
金
の
印
信
22
箱
34
〜
36
、
宥
高
の
印
信
22
箱
50
、
宥
雅
の
印
信
22
箱
13
（
3
）
原 卓 志
―２７１―
〜
（
5
）。
（
12
）
国
伝
山
に
は
、
幽
雅
が
宝
暦
十
二
（
一
七
六
二
）
年
三
月
二
十
五
日
に
高
野
山
北
室
院
の
本
初
か
ら
中
院
流
の
伝
授
を
受
け
た
こ
と
を
示
す
許
可
印
信
（
22
箱
13
（
6
））
が
、
同
日
に
霊
城（
国
伝
山
十
三
代
宥
真
資
）が
本
初
か
ら
受
け
た
許
可
印
信（
22
箱
13
（
11
））
と
と
も
に
残
さ
れ
て
い
る
。
幽
雅
は
、
宝
暦
十
二
年
三
月
末
に
は
高
野
山
に
出
か
け
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
義
剛
の
伝
授
が
二
月
か
ら
始
ま
っ
て
、
三
ヶ
月
か
ら
四
ヶ
月
に
わ
た
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
幽
雅
が
受
者
と
し
て
記
録
さ
れ
る
こ
と
と
矛
盾
す
る
。
（
13
）
巻
末
《
資
料
2
》『
傳
法
灌
頂
道
場
清
軌
（
他
）』
に
お
け
る
「
文
政
二
卯
年
十
一
月
十
四
日
」
の
「
大
阿
舎
梨
」
の
記
述
参
照
。
（
14
）
享
保
十
年
の
『
傳
法
灌
頂
受
者
録
』
に
よ
る
と
寂
如
に
灌
頂
を
受
け
た
宥
栄
は
「
三
―
憲
―
方
」
と
あ
る
。
し
か
し
、
国
伝
山
に
残
さ
れ
た
宥
栄
の
享
保
十
年
三
月
十
二
日
の
傳
法
灌
頂
印
信
の
包
紙
に
は
「
傳
法
實
―
山
―
」
と
あ
り
、
血
脈
に
は
「
大
日
金
薩
…
定
海
實
運
勝
賢
實
賢
覺
濟
…
」
と
あ
る
（
22
箱
76
・
77
）。
こ
の
こ
と
か
ら
、
宥
栄
は
三
宝
院
流
末
流
の
実
賢
流
山
本
方
の
印
信
を
受
け
た
こ
と
が
分
か
る
。『
傳
法
灌
頂
受
者
録
』
の
誤
写
か
不
審
で
あ
る
。
継
雄
と
寂
如
が
流
派
を
分
担
し
て
傳
法
灌
頂
を
行
っ
た
と
す
れ
ば
、
寂
如
が
宥
栄
と
宝
乗
に
対
し
て
憲
深
方
の
伝
法
灌
頂
を
行
う
こ
と
が
理
解
で
き
な
い
。
宝
乗
に
つ
い
て
も
誤
写
の
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
ま
た
、『
傳
法
灌
頂
受
者
録
』
で
は
、
明
厳
以
下
の
三
人
に
「
三
―
實
―
方
」
と
あ
る
が
、「
實
―
方
」
が
何
方
で
あ
る
か
判
然
と
し
な
い
。
今
は
、
仮
に
寂
能
の
「
三
―
道
―
方
」
が
地
藏
院
流
の
道
教
方
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
同
じ
地
藏
院
流
の
実
勝
方
と
し
て
お
く
。
（
15
）
血
脈
（
22
箱
19
）
か
ら
、
證
吽
は
、
高
野
山
真
別
所
の
僧
で
、
妙
瑞
か
ら
三
宝
院
流
実
深
方
を
伝
授
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
（
16
）
注
（
10
）
文
献
参
照
。
参
考
文
献
稲
谷
祐
宣
「
密
教
の
教
育
・
行
事
・
儀
礼
」『
現
代
密
教
講
座
』
第
五
巻
所
収
、
大
東
出
版
社
、
昭
和
五
十
二
年
五
月
。
上
田
霊
城
『
真
言
密
教
事
相
概
説
―
諸
尊
法
・
灌
頂
部
―
〔
下
〕
―
新
安
流
を
中
心
と
し
て
―
』
同
朋
舎
出
版
、
平
成
二
年
六
月
。
大
山
公
淳
『
増
補
校
訂
中
院
流
の
研
究
』
東
方
出
版
、
昭
和
六
十
二
年
三
月
。
庄
野
光
昭
『
阿
波
の
僧
侶
と
高
野
山
』
朱
鷺
書
房
、
平
成
十
六
年
四
月
。
高
井
観
海
『
密
教
事
相
大
系
』
藤
井
佐
兵
衛
、
昭
和
五
十
一
年
三
月
（
三
版
）。
栂
尾
祥
雲
『（
栂
尾
祥
雲
全
集
第
二
巻
）
秘
密
事
相
の
研
究
』
高
野
山
大
学
密
教
文
化
研
究
所
編
刊
、
昭
和
五
十
七
年
二
月
（
高
野
山
大
学
出
版
部
、
昭
和
十
年
四
月
）。
【
附
記
】
本
稿
は
、
平
成
二
十
六
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（
Ｃ
）（
一
般
））（
課
題
番
号
・
二
二
五
二
〇
四
七
一
）「
国
語
史
資
料
・
学
習
史
資
料
開
発
の
た
め
の
近
世
地
方
寺
院
伝
存
文
献
の
調
査
研
究
」（
研
究
代
表
者
、
原
卓
志
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
国
伝
山
地
蔵
寺
名
誉
住
職
服
部
文
昭
様
、
住
職
服
部
宏
昭
様
に
は
、
貴
重
な
文
献
の
調
査
を
お
許
し
い
た
だ
い
た
う
え
、
長
期
間
に
わ
た
る
調
査
に
対
し
て
、
全
面
的
な
ご
協
力
と
さ
ま
ざ
ま
な
ご
支
援
を
賜
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
衷
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
る
。
附
録
国
伝
山
地
蔵
寺
に
お
け
る
伝
法
灌
頂
資
料
凡
例
一
、
資
料
の
行
ど
り
は
原
本
の
ま
ま
に
し
た
が
っ
た
が
、
文
字
の
大
き
さ
や
字
間
の
取
り
方
に
つ
い
て
は
、
印
刷
の
都
合
か
ら
改
変
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
二
、
原
本
の
丁
数
、
オ
モ
テ
・
ウ
ラ
に
つ
い
て
は
注
記
し
な
い
が
、
点
線
を
施
し
て
各
丁
の
オ
モ
テ
・
ウ
ラ
を
示
し
た
。
三
、
原
本
の
書
誌
的
な
事
項
に
つ
い
て
、
各
資
料
翻
字
本
文
の
最
初
に
掲
げ
た
。
《
資
料
1
》
國
傳
山
地
藏
寺
藏
『
傳
法
灌
頂
受
者
録
』
27
箱
70
〈
外
題
〉
傳
法
灌
頂
受
者
録
（
直
書
）
〈
内
題
〉
傳
法
灌
頂
受
者
記
録
〈
尾
題
〉（
ナ
シ
）
〈
体
裁
・
法
量
等
〉
享
保
十
（
一
七
二
五
）
年
写
二
四
・
一
×
一
七
・
二
糎
4
針
国伝山地蔵寺における「伝法灌頂」について
―２７２―
仮
綴
界
線
ナ
シ
一
頁
四
行
九
丁
共
紙
表
紙
〈
奥
書
〉
右
享
保
第
十
乙
巳
異 
從
三
月
十
日
至
同
月
廿
日
／
傳
法
修
行
了
中
間
俗
衆
結
縁
士
女
八
／
千
人
／
勝
浦
郡
小
松
嶋
浦
國
傳
山
地
藏
寺
第
十
一
葉
現
住
／
法
印
繼
雄
誌
〈
墨
書
〉「
享
保
十
乙
巳
三
月
十
日
國
傳
山
地
藏
寺
」（
表
紙
）
【
表
紙
】享
保
十
乙
巳
三
月
十
日
國
傳
山
地
藏
寺
傳
法
灌
頂
受
者
録
【
本
文
】
傳
法
灌
頂
受
者
記
録
中
―
心
―
方
享
保
十
乙
巳
年
三
月
十
日
張
宿
日
―
繼
寶
光
貫
房
當
院
繼
雄
弟
子
中
―
心
―
方
年
月
右
同
繼
光
泰
純
房
當
院
繼
雄
弟
子
中
―
心
―
方
年
月
右
同
如
實
行
性
房
淡
州
福
良
浦
慈
眼
寺
住
／
乘
如
弟
子
三
―
憲
―
方
年
月
右
同
宥
觀
圓
隆
房
小
松
嶋
浦（
マ
マ
）
新
福
寺
弟
子
三
―
憲
―
方
享
保
十
年
三
月
十
二
日
軫
―
火
―
宥
雄
良
音
房
繼
雄
弟
子
三
―
憲
―
方
同
年
三
月
十
二
日
軫
―
火
―
純
淨
辨
海
房
橘
浦
光
明
寺
弟
子
已
上
六
人
繼
雄
附
法
印
許
了
三
―
憲
―
方
同
年
三
月
十
二
日
軫
―
火
―
宥
榮
教
音
房
板
野
郡
段
関
邑
真
福
寺
弟
子
三
―
憲
―
方
年
月
右
同
寶
乘
普
觀
房
板
野
郡
高
房
邑
圓
通
寺
弟
子
三
―
道
―
方
年
月
同
上
寂
能
惠
傳
房
三
―
―
方
同
年
三
月
十
六
日
房
―
土
―
明
嚴
寂
道
房
板
野
郡
高
房
邑
圓
通
寺
住
三
―
實
―
方
年
月
同
上
曉
英
戒
忍
房
柳
島
觀
音
寺
弟
子
三
―
―
方
年
月
右
同
保
禀
貫
清
房
山
口
邑
蓮
光
寺
弟
子
安
―
傳
同
年
三
月
十
三
日
角
―
水
―
性
光
安
―
傳
年
月
右
同
宥
真
板
野
郡
段
関
邑
真
福
寺
住
安
―
傳
年
月
右
同
本
仙
勝
浦
郡
江
田
村
寶
聚
寺
住
安
―
傳
年
月
日
右
同
寂
明
小
松
島
浦
阿
弥
陀
寺
住
安
―
傳
同
三
月
十
五
日
氐
―
金
―
宥
寛
小
松
嶋
浦
般
若
寺
住
安
―
傳
年
月
日
右
上
實
淨
淡
州
國
ヶ
邑
延
命
寺
住
安
―
傳
年
月
日
同
上
淨
如
日
開
野
邑
藤
樹
寺
住
安
―
傳
年
月
右
同
宥
雅
桑
野
邑
梅
谷
寺
住
安
―
許
三
月
十
日
宥
寛
小
松
島
般
若
寺
住
原 卓 志
―２７３―
安
―
許
三
月
十
二
日
景
周
長
印
房
小
松
嶋
浦
藥
師
寺
弟
子
安
―
許
年
月
右
同
一
辨
長
秀
房
同
浦
般
若
寺
弟
子
安
―
許
年
月
同
上
宝
乘
普
觀
房
高
房
邑
圓
通
寺
弟
子
安
―
許
同
三
月
十
三
日
繼
快
板
野
郡
大
代
邑
勝
福
寺
住
安
―
許
年
月
日
右
同
體
遍
同
郡
木
津
邑
長
谷
寺
住
安
―
許
年
月
同
上
眞
戒
圓
清
房
淡
州
土
生
邑
真
觀
寺
弟
子
安
―
許
同
三
月
十
五
日
快
慶
勝
浦
郡
八
太
邑
長
樂
寺
住
安
―
許
年
月
右
同
快
嚴
義
門
房
安
―
許
年
月
右
同
探
玄
秀
善
房
徳
嶋
佐
古
町
清
水
寺
弟
子
安
―
許
年
月
右
同
如
行
性
房
淡
州
福
良
慈
眼
寺
弟
子
安
―
受
明
同
三
月
十
一
日
翼
―
月
―
台
元
洲
義
豊
房
中
津
野
村
觀
音
寺
弟
子
安
―
受
同
十（
？
）四
日
金
淨
鏡
真
龍
房
山
口
邑
常
光
寺
弟
子
安
―
受
寂
照
法
觀
房
安
―
受
翁
恭
眞
房
小
松
嶋
浦
小
倉
屋
三
郎
兵
衛
老
父
／
繼
雄
剃
髪
資
安
―
受
慧
中
淨
心
房
安
―
受
等
性
慈
海
房
讃
州
玄
堂
比
丘
弟
子
安
―
受
惠
照
尼安
―
許
台
界
眞
觀
房安
―
受
金
片
界
智
泊
文
泉
房
安
―
受
金
一
界
眞
淨
房安
―
受
金
片
界
玅
圓
尼
板
野
郡
北
泊
浦
酒
屋
五
兵
衛
母
已
上
三
拾
六
人
傳
燈
大
阿
遮
梨
苾
蒭
寂
如
和
尚
附
法
畢
右
享
保
第
十
乙
巳
異 
從
三
月
十
日
至
同
月
廿
日
傳
法
修
行
了
中
間
俗
衆
結
縁
士
女
八
千
人勝
浦
郡
小
松
嶋
浦
国
傳
山
地
藏
寺
第
十
一
葉
現
住
法
印
繼
雄
誌
《
資
料
2
》
國
傳
山
地
藏
寺
藏
『
傳
法
灌
頂
道
場
清
軌
』
18
箱
6
〈
外
題
〉
傳
法
灌
頂
道
場
清
軌
／
同
主
役
定
／
同
讃
所
定
／
同
入
壇
僧
名
〔
受
者
人
數
国伝山地蔵寺における「伝法灌頂」について
―２７４―
於
二
一
夜
一
／
三
六
九
忌
レ
之
餘
ノ
數
ハ
不
レ
苦
〕
／
結
縁
加
持
處
定
（
直
書
）
〈
内
題
〉
①
灌
頂
道
場
清
軌
②
傳
法
灌
頂
衆
僧
主
役
③
讃
處
定
④
結
縁
加
持
處
作
法
〈
尾
題
〉（
ナ
シ
）
〈
体
裁
・
法
量
等
〉
江
戸
時
代
写
二
七
・
六
×
一
九
・
八
糎
4
針
仮
綴
界
線
ナ
シ
一
頁
六
行
程
度
五
三
丁
共
紙
表
紙
〈
本
文
〉
漢
文
墨
筆
（
仮
名
・
返
点
）〈
本
文
同
筆
〉
〈
奥
書
〉（
ナ
シ
）
〈
墨
書
〉「
國
傳
山
宥
義
」（
表
紙
）
〈
備
考
〉
＊
後
半
一
四
丁
白
紙
。
＊
「
安
永
六
年
三
月
二
十
六
日
」「
寛
政
六
年
十
一
月
七
日
」「
文
化
九
年
十
一
月
一
日
」「
文
化
十
二
年
四
月
一
日
」「
文
政
二
年
十
一
月
十
四
日
」「
天
保
六
年
三
月
二
十
二
日
」「
天
保
十
年
四
月
一
日
」「
天
保
十
四
年
十
月
五
日
」
「
弘
化
四
年
四
月
二
十
日
」「
安
政
三
年
九
月
二
十
日
」「
文
久
三
年
三
月
三
日
」「
元
治
元
年
九
月
二
十
日
」「
元
治
二
年
四
月
二
十
五
日
」「
元
治
二
年
四
月
二
十
八
日
」
に
開
か
れ
た
傳
法
灌
頂
に
関
す
る
記
録
を
収
め
る
。
【
表
紙
】
國
傳
山
宥
義
傳
法
灌
頂
道
場
清
軌
同
主
役
定
同
讃
所
定
同
入
壇
僧
名
〔
受
者
人
數
於
二
一
夜
一
／
三
六
九
忌
レ
之
餘
ノ
數
ハ
不
レ
苦
〕
結
縁
加
持
處
定
【
本
文
】
灌
頂
道
場
清
軌
一
灌
頂
道
場
ハ
即
是
レ
法
身
加
持
有
應
ノ
處
ナ
ル
カ
故
ニ
衆
僧
謹
―
慎
ニ
〆
須
クレ
住
二
淨
信
ニ一
一
大
阿
闍
梨
修
法
之
間
衆
僧
勿
レ二
猥
ニ
起
テレ
座
退
出
ス
ル

一
前
讃
誦
シ
了
テ
乃
至
マ
テ
二
振
鈴
ニ一
微
音
ニ
持
二
―
誦
セ
ヨ
佛
眼
ノ
大
呪
ヲ一
振
鈴
已
後
ハ
念
二
―
誦
〆
當
界
本
尊
ノ
眞
言
ヲ一
宜
クレ
祈
二
受
者
ノ
入
壇
悉
地
ヲ一
一
除
テ二
教
授
師
及
ビ
承
事
等
ヲ一
其
餘
ノ
衆
僧
ハ
灌
頂
ノ
作
法
將
ニレ
始
ラ
ン
ト
之
時
徐
ト々
〆
相
ヒ
退
テ
勿
レレ
滞
ル

二
堂
内
ニ一
但
シ
若
シ
得
時
ハ
レ
住
ス
ル

ヲ
二
法
身
具
体
ノ
自
内
眷
屬
ノ
三
摩
地
ニ一
則
設
ヒ
居
ス
ト
モ
不
ル二
敢
テ
妨
一
者
也
一
引
二
―
入
〆
弟
子
ヲ一
令
二
投
花
一
時
衆
僧
勿
レ下
欲
〆レ
覩
ン
ト
二
華
ノ
着
処
ヲ一
立
チ二
列
壇
前
ニ一
令
ル

中
受
者
ノ
心
ヲ
〆
散
乱
シ
掉
―
擧
セ上
一
傳
法
灌
頂
受
職
ノ
行
儀
ハ
寄
セ二
顯
シ
テ
事
相
ニ一
以
テ
所
ナ
リ
開
下
―
示
ス
ル
不
レ
轉
セ二
凡
身
ヲ一
直
ニ
入
ル二
佛
位
ニ一
吾
カ
道
ノ
根
本
秘
密
ノ
奥
旨
ヲ上
若
シ
能
ク
弟
子
登
ラ
ハ
二
正
覺
壇
ニ一
衆
僧
應
五
當
サ
ニ
隨
三
喜
シ
讃
四
―
嘆
ス
機
縁
時
キ
至
テ
獲
二
―
得
ス
ル

ヲ
法
性
大
日
ノ
覺
位
ヲ一
是
故
ニ
衆
僧
入
テ一
歌
菩
薩
ノ
三
摩
地
ニ一
而
發
〆二
和
雅
ノ
音
ヲ一
詠
セ
ヨ
二
吉
慶
ノ
讃
ヲ一
不
レ
可
下
誦
二
出
〆
異
曲
異
讃
ヲ一
或
ハ
妨
ケ二
小
壇
ニ
所
ノレ
授
法
事
ヲ一
又
驚
シ二
受
者
ノ
耳
ヲ一
奪
フ上
レ
心
ヲ
復
讃
―
嘆
シ
了
ラ
ン
時
住
〆二
執
金
剛
菩
薩
ノ
威
儀
ニ一
慎
テ
勿
レ下
相
ヒ二
―
集
リ
讃
処
ニ一
サ
ヽ
ヤ
キ
耳
―
語
シ
雜
話
シ
戯
論
ス
ル

上
一
教
授
ハ
恰
モ
如
ク二
内
大
眷
屬
一
承
事
ハ
猶
シ
如
シ二
不
動
三
世
ノ一
是
故
ニ
尤
モ
能
ク
撿
二
―
知
〆
聖
教
ノ
本
説
ヲ一
隨
テレ
時
ニ
莫
クレ
昧
キ

臨
テレ
事
ニ
莫
クレ
惑
フ

専
ラ
住
〆二
即
事
而
真
ノ
觀
智
ニ一
勿
レレ
令
ル

レ
散
二
―
乱
セ
身
心
ノ
威
儀
ヲ一
一
知
燈
知
香
時
々
廻
リ
―
看
ン
ニ
堂
内
ノ
往
来
慎
テ
勿
レ二
疎
動
ス
ル

一
一
初
夜
已
ニ
終
テ
取
二
―
直
シ
小
壇
ヲ一
辨
二
―
備
シ
供
具
ヲ一
用
二
―
意
ス
ル
護
摩
ヲ一
等
ノ
諸
ノ
作
―
務
承
事
ノ
衆
僧
各
着
〆二
袈
裟
ヲ一
面
―
門
ニ
覆
ヒレ
紙
ヲ
動
―
原 卓 志
―２７５―
作
施
―
爲
不
レ
可
二
騒
動
ナ
ル
一
又
要
事
ノ
外
カ
護
テレ
口
勿
レレ
言
フ

一
灌
頂
ノ
道
場
ハ
法
身
如
來
之
所
二
加
持
シ
玉
フ
一
金
剛
薩
埵
之
所
二
護
念
シ
玉
フ
一
一
切
ノ
明
尊
護
―
法
―
天
等
各
作
〆二
隨
喜
ヲ一
降
臨
影
向
シ
玉
フ
是
故
ニ
一
會
ノ
衆
僧
一
―
味
和
―
合
ニ
〆
須
ク下
住
〆二
法
佛
平
等
ノ
知
見
ニ一
身
語
意
業
勇
―
勤
清
淨
ナ
ル
上
欲
レ
起
ン
ト
レ
座
ヲ
時
ハ
作
〆二
起
座
ノ
印
ヲ一
而
〆
後
ニ
立
―
座
セ
ヨ
若
シ
夫
レ
出
二
―
入
セ
ン
ニ
大
小
便
事
ニ一
時
々
洗
浴
セ
ヨ
又
以
レ
印
淨
身
〆
慎
テ
勿
レ三
汚
穢
不
淨
ノ
身
ニ
〆
而
來
二
―
入
ス
ル

道
場
ニ一
初
夜
ニ
開
白
シ
乃
至
マ
テ
二
結
願
ニ一
自
ラ
策
〆二
身
心
ヲ一
勿
レ下
私
ニ
退
出
〆
入
レ
坊
ニ
就
上
レ
睡
リ
ニ
一
若
欲
ハ下
引
二
―
入
〆
在
家
ノ
士
女
ヲ一
結
縁
灌
頂
セ
シ
メ
ン
ト
上
一
會
ノ
衆
僧
殊
ニ
離
レ
テ
二
俗
情
ヲ一
如
法
如
實
ニ
主
ト
リ
二
各
く
自
ノ
役
ヲ一
勿
レ下
故
非
儀
ニ
〆
招
ク

中
不
信
ノ
譏
リ
ヲ
上
如
上
ノ
數
條
從
レ
本
佛
祖
ノ
嚴
誡
ナ
リ
非
二
敢
テ
始
テ
告
ル
ニ
一
切
ニ
請
フ
一
會
ノ
衆
僧
覃
フ
〆
二
思
ヲ
於
密
法
久
住
利
益
人
天
之
基
本
ニ一
慎
テ
不
ン

ヲ
二
違
失
セ一
寺
務
敬
白
傳
法
灌
頂
衆
僧
主
役
取
閼
伽
三
昧
耶
戒
阿
闍
梨
戒
場
教
授
唄
士
散
華
對
揚
威
儀
師
兩
參
人
鎭
守
誦
經
導
師
已
上
初
後
夜
大
阿
闍
梨
前
讃
大
壇
師
大
壇
教
授
小
壇
教
授
護
摩
師
神
供
師
讃
衆
后
讃
知
燈
知
香
香
象
承
事
結
縁
加
持
所
同
教
授
承
事
引
入
香（
マ
マ
）
像
大
壇
阿
闍
梨
唱
号
題
名
収
花
小
壇
阿
闍
梨
小
壇
教
授
讃
處
引
進
出
堂
知
燈
知
香
承
事
已
上
讃
處
定
於
正
壇
拂
取
時
吉
慶
漢
語
五
段
初
夜
傘
蓋
行
道
時
同
梵
語
三
段
於
小
壇
拂
取
時
吉
慶
漢
語
五
段
後
夜
傘
蓋
行
道
時
同
梵
語
三
段
右
初
段
ノ
頭
ハ
阿
闍
梨
出
レ
之
又
行
道
ノ
讃
必
不
レ
限
二
誦
シ
盡
ニ一
三
帀
了
ハ
則
應
レ
息
又
結
縁
ノ
時
投
花
着
ハ二
中
台
普
門
ノ
尊
ニ一
聞
テ二
其
ノ
唱
号
ヲ一
可
讃
嘆
ス一
心
略
讃
已
上
結
縁
加
持
處
作
法
先
護
身
法
次
塗
香
次
含
香
次
灑
淨
次
懺
悔
次
三
皈
次
三
竟
次
発
菩
提
心
次
三
昧
耶
国伝山地蔵寺における「伝法灌頂」について
―２７６―
次
光
明
真
言
次
大
金
剛
輪
次
光
明
真
言
次
護
身向
テ二
未
入
壇
ノ
者
ニ一
不
レ
可
レ
説
二
入
壇
趣
ヲ一
若
シ
説
ハ
受
二
重
罪
ヲ一
旨
能
之
可
レ
加
二
教
誡
一
已
上
各
く
別
紙
恐
散
失
故
宥
義
類
集
於
此
帳
首
○
安
永
六
丁
酉
歳
三
月
廿
六
日
開
白
大
阿
闍
梨
淨
光
大
和
尚
安
流
一
許
可
印
信
無
持
福
寺
智
運
一
同
寶
聚
寺
琳
道
一
同
藥
師
寺
宥
鑁
一
無
作
法
桂
林
寺
鑁
國
一
許
可印
信
有
觀
音
寺
深
惠
一
同
義
住
房
淨
範
一
無
作
法
瑞
門
房
圓
城
一
圓
福
寺
宥
峯
三
寶
院
覺
―
方
一
顯
海
房
圓
空
一
真
海
房
宥
如
一
真
明
房
宥
國
一
中
山
妙
音
寺
弟
子
興
仁
房
一
川
田
福
生
寺
弟
子
中
院
一
俊
源
房
宥
清
一
惠
觀
求
寂
同
許
可
一
安
許
可
真
海
房
宥
如
一
中
許
可
智
教
房
一
同
慈
宝
房
一
同
智
幻
房
受
明
一
覺
心
房
一
宗
觀
房
一
智
俊
房
已
上
廿
一
人
○
傳
法
灌
頂
開
白
寛
政
六
歳
次
甲
寅
冬
十
一
月
七
日
辛
卯
土
曜
圭
宿
（「
圭
」
ハ
「
奎
」
ノ
誤
リ
カ
）
田
林
寺
主
圓
空
安
流
眞
福
寺
主
徇
道
圓
福
寺
主
宥
清
國
傳
山
資
眞
明
房
宥
國
阿
闍
梨
宥
金
上
人
八
日
樓
宿
日
曜
（「
樓
」
ハ
「
婁
」
ノ
誤
リ
カ
）
寶
藏
寺
主
義
峯
安
流
國
傳
山
資
眞
澄
房
宥
實
澁
野
村
長
谷
寺
資
頼
準
房
忍
嚴
國
傳
山
資
眞
鏡
房
宥﹇
×
實
﹈
仁
九
日
胃
宿
月
曜
中
院
八
幡
村
神
應
寺
資
惠
順
房
定
道
原 卓 志
―２７７―
安
流
國
傳
山
資
眞
龍
房
宥
賢
十
日
昴
宿
火
曜
新
喜
來
村
光
蓮
寺
資
義
圓
房
聖
實
三
寶
院
地
藏
―
―
方
寶
聚
寺
資
圓
應
房
顯
隆
十
一
日
畢
宿
水
曜
受
明
國
傳
山
資
眞
應
房
龍
山
智
貞
尼
妙
法
尼
慈
光
尼
圓
臺
十
二
日
觜
宿
木
曜
結
縁
十
三
日
參
宿
金
曜
結
縁
○
文
化
九
壬
申
十
一
月
朔
日
斗
宿
金
曜
庚
午
安
流
傳
法
宥
雄
同
傳
法
周
防
国
妙
範
房
山
口
竜
藏
寺
資
學
照
同
許
可
傳
法
板
野
郡
段
関
村
真
福
寺
資
賢
道
宥
義
同
許
可
傳
法
當
住
宥
金
弟
子
度
量
房
宥
宜
中
院
心
南
院
方
許
可
傳
法
岩
脇
取
星
寺
資
義
円
房
寂
範
同
二
日
女
宿
土
―
辛
未
三
宝
院
流
憲
―
許
可
傳
法
豫
州
宇
摩
郡
土
井
邑
辻
野
坊
資
知
恩
房
慧
教
同
苅
屋
中
藏
寺
資
蓮
淨
房
海
嚴
同
前
福
藏
寺
長
道
師
弟
子
昇
善
房
戒
道
同
覺
―
方
江
田
宝
聚
寺
資
法
琳
房
觀
照
同
三
日
―
日
―
申
受
明
胎
界
北
町
真
福
寺
弟
子
大
信
十
才
同
田
野
釈
迦
庵
弟
子
觀
道
同
當
院
弟
子
淨
心
同
宥
金
弟
子
井
上
氏
榮
賢
同
同
嶋
田
屋
惠
慶
同
同
芝
生
原
氏
定
本
同
同
當
浦
了
快
同
同
同
慈
海
同
普
門
尼
同
貞
心
尼
同
智
法
尼
同
當
院
弟
子
智
現
尼
同
四
日
五
日
從
二
朝
四
時
一
至
二
晩
七
時
一
結
縁
道
俗
士
女
凡
二
千
余
人
已
上
受
者
実
名
大
阿
闍
梨
院
主
宥
金
法
印
七
十
歳
資
助
師
段
関
真
福
寺
主
宥﹇
×
実
﹈
仁
阿
闍
梨
撫
養
正
興
精
舎
照
如
和
尚
六
十
四
才
馬
詰
正
福
寺
主
泰
應
阿
闍
梨
讃
州
日
内
山
徳
侃
律
師
三
十
九
才
大
代
勝
福
寺
主
惠
門
阿
闍
梨
照
如
資
無
障
比
丘
ム
ギ
海
藏
寺
主
求
寂
前
藤
樹
寺
大
仙
求
寂
并
ニ
當
山
一
結
衆
国伝山地蔵寺における「伝法灌頂」について
―２７８―
藤
樹
寺
主
大
謙
沙
弥
宝
藏
寺
宝
生
寺
持
福
寺
吉
祥
寺
宥
国
阿
闍
梨
円
福
寺
宝
聚
寺
福
成
寺
真
福
寺
醍
醐
寺
桂
林
寺
觀
音
寺
般
若
寺
○
文
化
十
二
乙
亥
四
月
朔
日
畢
宿
火
曜
安
流
許
可
傳
法
豫
州
宇
和
郡
吉
田
領
黒
井
地
村
正
法
寺
資
秀
本
房
實
住
同
防
州
吉
敷
郡
小
郡
正
福
寺
資
榮
淨
房
戒
吽
大
阿
闍
梨
宥
金
法
印
七
十
三
才
資
助
師
吉
祥
寺
宥
国
闍
梨
学
照
舎
梨
廿
三
才
藤
樹
寺
大
謙
沙
弥
宥
義
舎
梨
十
八
才
當
院
宥
雄
求
寂
廿
七
才
宥
宜
大
法
師
十
七
才
文
政
二
卯
年
十
一
月
十
四
日
清
宿
木
曜
壬
申
一
安
流
許
可
傳
法
新
居
村
密
嚴
寺
資
光
繁
榮
道
房
一
同
許
可
傳
法
同
寺
資
眞
賢
良
海
房
一
同
許
可
傳
法
飯
谷
邑
醍
醐
寺
資
常
寂
皎
堂
房
一
同
許
可
八
多
村
長
樂
寺
主
快
明
十
五
日
清
宿
金
曜
癸
酉
一
安
流
許
可
傳
法
當
寺
資
常
明
惠
日
房
一
仝
許
可
傳
法
當
寺
資
以
心
爲
空
房
十
六
七
八
日
一
結
縁
道
俗
士
女
七
百
十
一
人
傳
法
主
役
一
大
阿
舎
梨
撫
養
正
興
庵
菩
提
華
七
十
一
歳
病
気
ニ
附
代
城
之
内
童
學
寺
默
雅
比
丘
一
資
助
師
當
寺
院
主
長
道
比
丘
六
十
一
歳
高
房
村
円
通
寺
撫
養
正
興
庵
資
信
敞
八
多
長
樂
寺
快
明
廣
野
邑
西
明
寺
日
開
野
藤
樹
寺
大
謙
海
應
山
智
淳
宥
應
上
八
万
邑
西
願
寺
信
澄
今
津
大
久
寺
記
州
教
範
房
一
結
縁
資
助
師
法
花
阿
弥
陀
寺
北
山
地
藏
院
當
寺
一
結
衆
○
天
保
六
年
乙未
三
月
廿
二
日
辛
巳
房
宿
日
曜
ノ
テ
ヘ
〔
但
晝
時
不
ナ
ル
カ
成
故
恐
レ
之
三
／
昧
耶
戒
未
明
引
揚
勤
レ
之
〕
安
流
傳
法
許
可
一
國
傳
山
長
道
資
唯
仁
默
淨
房
一
同
宥
義
資
宥
純
行
信
房
一
段
関
真
福
寺
遊
法
資
覺
花
竜
田
房
一
假
受
者
寺
家
般
若
寺
慈
猛
任
潤
房
廿
三
日
四
日
結
縁
入
壇
台
道
俗
士
女
凡
一
千
餘
人
以
上
大
阿
闍
梨
法
印
宥
義
行
歳
三
十
七
法
﨟
二
十
七
師
助
師
正
興
葊
百
光
律
師
段
関
真
福
寺
遊
法
阿
闍
梨
醍
醐
寺
常
寂
阿
闍
梨
田
林
寺
龍
臺
阿
闍
梨
寶
生
寺
現
澄
阿
闍
梨
觀
音
寺
信
惠
阿
闍
梨
原 卓 志
―２７９―
高
房
圓
通
寺
義
空
阿
闍
梨
真
福
寺
真
勝
阿
闍
梨
藥
師
寺
覺
道
阿
闍
梨
圓
福
寺
繼
旻
阿
闍
梨
正
福
寺
靈
信
阿
闍
梨
正
興
葊
資
智
觀
求
寂
已
上
○
天
保
十
年
己
亥
歳
四
月
朔
日
月
曜
甘
露
安
流
許
可
傳
法
一
國
傳
山
宥
義
資
宥
智
頼
禪
房
一
同
宥
深
惠
曉
房
三
日
受
明
入
壇
台
界
一
本
庄
田
林
寺
資
實
然
仁
宏
尼
二
日
三
日
一
結
縁
入
壇
台
道
俗
士
女
凡
三
百
人
大
阿
遮
梨
當
山
宥
義
得
壽
四
十
二
法
﨟
三
十
二
資
助
師
段
関
真
福
寺
遊
法
阿
闍
梨
醍
醐
寺
常
寂
阿
闍
梨
中
島
市
音
寺
恕
現
阿
闍
梨
桂
林
寺
宥
盛
阿
闍
梨
大
代
勝
福
寺
繼
譽
阿
闍
梨
持
福
寺
仟
辨
阿
闍
梨
寶
聚
寺
修
英
阿
闍
梨
寶
生
寺
梁
秀
阿
闍
梨
圓
福
寺
唯
仁
阿
闍
梨
觀
音
寺
大
惠
阿
闍
梨
當
山
助
法
僧
覺
華
竜
田
房
已
上
天
保
十
四
癸
卯
十
月
五
日
亢
宿
水
曜
金
剛
峯
日
安
流
許
可
傳
法
一
日
和
佐
藥
王
寺
資
宥
天
竺
瑞
房
一
同
宥
山
智
瑞
房
大
阿
闍
梨
當
院
宥
義
得
壽
四
十
六
法
﨟
三
十
六
資
助
師
圓
福
寺
唯
仁
阿
闍
梨
般
若
寺
宥
純
阿
闍
梨
觀
音
寺
曇
猛
阿
闍
梨
宝
生
寺
心
圓
阿
闍
梨
當
山
助
法
僧
青
乘
惠
言
房
同
光
如
忠
學
房
已
上
弘
化
四
丁
未
歳
四
月
廿
日
斗
宿
木
曜
安
流
許
可
傳
法
一
日
開
野
圓
福
寺
資
當
山
宥
寶
剃
度
宥
遍
睿
範
房
一
姫
田
村
音
藏
寺
資
繼
峯
光
道
房
一
櫛
木
村
禪
定
寺
資
宥
意
大
瑞
房
一
當
処
宝
生
寺
資
義
祥
貫
良
房
大
阿
闍
梨
當
山
前
務
宥
雄
上
人
得
壽
五
十
九
法
﨟
五
十
廿
二
三
四
日
一
結
縁
入
壇
台
道
俗
士
女
凡
四
百
五
十
人
資
助
師
當
院
前
務
宥
義
上
人
當
院
現
務
宥
寶
阿
闍
梨
正
興
葊
百
光
律
師
醍
醐
寺
遊
法
阿
闍
梨
音
藏
寺
繼
朗
阿
闍
梨
段
関
真
福
寺
宥
純
阿
闍
梨
寶
生
寺
心
圓
阿
闍
梨
藥
師
寺
慈
忍
阿
闍
梨
藥
王
寺
資
宥
天
阿
闍
梨
當
院
資
宥
深
阿
闍
梨
當
山
資
宥
昭
阿
闍
梨
密
嚴
寺
資
得
瑞
阿
闍
梨
當
山
助
法
僧
玄
海
房
醍
醐
寺
助
法
僧
智
海
房
結
縁
助
役
睿
範
房
光
道
房
大
瑞
房
貫
良
房
寛
海
房
俊
良
房
以
上
国伝山地蔵寺における「伝法灌頂」について
―２８０―
安
政
三
丙
辰
歳
九
月
廿
日
鬼
宿
土
曜
安
流
許
可
傳
法
一
當
院
資
宥
覺
大
嚴
房
一
同
宥
信
良
禪
房
同
夜
中
院
許
可
傳
法
一
海
部
郡
木
岐
真
福
寺
資
心
隨
圓
識
房
一
假
受
者
日
和
佐
藥
王
寺
資
宥
月
寛
海
房
廿
一
日
柳
宿
日
曜
三
―
憲
許
可
傳
法
一
西
須
賀
正
福
寺
資
隆
承
靈
存
房
一
和
州
壺
坂
山
寶
珠
院
資
頼
隨
德
門
改榮
房
廿
二
日
三
日
台
結
縁
道
俗
男
女
凡
三
百
人
廿
四
日
受
明
入
壇
十
一
人
一
生
島
馬
之
助
息
同
伜
伊
之
助
自
休
一
西
野
保
太
郎
母
淨
雲
同
人
祖
母
幽
貞
一
井
上
左
馬
之
助
義
山
井
上
宅
兵
衛
義
清
代
一
田
中
屋
重
右
衛
門
妻
證
心
板
屋
重
兵
衛
母
妙
壽
一
澤
田
覺
右
衛
門
泰
真
當
処
按摩
於
シ
メ
妙
壽
一
前
原
村
福
徳德
左
衛
門
義
湛
居
士
菩
提
代
大
當
山
前
務
藥
王
寺
先
職
宥
義
上
人
得
壽
五
十
九
法
﨟
四
十
九
資
助
師
當
院
現
務
宥
寶
阿
闍
梨
田
林
寺
真
勝
阿
闍
梨
醍
醐
寺
阿
闍
梨
増
真
正
福
寺
阿
闍
梨
隆
三
藥
師
寺
阿
闍
梨
慈
忍
般
若
寺
阿
闍
梨
徴
辨
寶
藏
寺
阿
闍
梨
宥
天
宝
生
寺
阿
闍
梨
隆
運
寶
聚
寺
阿
闍
梨
義
範
持
福
寺
阿
闍
梨
惠
秀
圓
福
寺
阿
闍
梨
宥
遍
藥
王
寺
資
阿
闍
梨
宥
明
當
寺
助
法
僧
觀
隨
房
結
縁
助
役
受
者
宥
覺
宥
信
隆
承
頼
隨
心
隨
文
久
三
年
癸
亥
三
月
三
日
畢
宿
月
曜
甘
露
安
流
許
可
傳
法
三
日
朝
戒
場
同
夜
傳
法
一
當
院
資
宥
忍
靈
真
房
一
海
部
郡
赤
松
村
圓
通
寺
資
宥
秀
義
曉
房
四
日
五
日
結
縁
凡
二
百
七
十
有
餘
人
大
阿
闍
梨
當
院
現
務
宥
寶
上
人
得
壽
四
十
五
法
﨟
三
十
七
資
助
師
當
院
前
住
前
藥
王
寺
宥
義
上
人
圓
福
寺
阿
闍
梨
宥
遍
正
福
寺
阿
闍
梨
隆
三
宝
藏
寺
阿
闍
梨
宥
天
桂
林
寺
阿
闍
梨
隆
定
福
成
寺
阿
闍
梨
勇
信
般
若
寺
阿
闍
梨
宥
寛
醍
醐
寺
阿
闍
梨
宥
信
立
江
地
藏
寺
龍
晃
阿
闍
梨
赤
松
圓
通
寺
梁
秀
阿
闍
梨
大
代
勝
福
寺
宥
月
阿
闍
梨
觀
音
寺
阿
闍
梨
戒
圓
宝
性
寺
留
主
居
高
崎
光
德
寺
隠居
當
寺
助
法
僧
啓
真
房
結
縁
助
役
新
受
者
靈
真
義
曉
已
上
○
元
治
元
年
甲
子
九
月
廿
日
鬼
宿
木
曜
甘
露
廿
日
朝
戒
場
同
夜
傳
法
一
安
流
許
可
傳
法
當
山
宥
寶
資
宥
惠
泰
本
房
十
七
歳
一
安
流
同
但
本
流
三
―
憲
方
高
木
寶
嚴
寺
資
英
雄
義
璋
房
十
九
原 卓 志
―２８１―
一
安
流
同
但
本
流
三
―
憲
方
勢
見
觀
音
寺
資
法
淳
隆
章
房
十
八
一
安
流
同
但
本
流
三
―
憲
方
冨
田
光
仙
寺
資
戒
存
智
純
房
十
七
一
安
流
同
但
本
流
三
―
覺
雄
方
木
津
長
谷
寺
資
法
充
繼
本
房
十
五
廿
一
日
朝
戒
場
同
夜
傳
法
一
安
流
許
可
傳
法
但
本
流
三
―
覺
雄
方
助
任
万
福
寺
資
覺
州
慶
鳳
房
十
八
一
安
流
同
但
本
流
三
―
覺
雄
方
木
津
長
谷
寺
資
嚴
識
隆
順
房
十
八
一
安
流
同
但
本
流
三
―
憲
方
宮
井
青
蓮
庵
資
教
真
覺
順
房
十
六
一
安
流
同
但
本
流
三
―
覺
雄
方
板
東
靈
山
寺
資
舜
峯
暎
性
房
十
五
一
中
―
許
可
但
廿
二
日
ヲ
引
揚
傳
法
南
方
由
岐
浦
般
若
寺
資
宥
法
性
善
房
十
八
一
三
―
憲
許
可
但
廿
二
日
分
引
揚
傳
法
宥
義
上
人
授
之
三
好
郡
花
園
村
成
願
寺
資
憲
高
龍
範
房
二
十
一
安
假
受
者
宥
義
上
人
授
之
板
東
靈
山
寺
理
峯
師
已
上
廿
三
日
俗
人
受
明
入
壇
廿
三
人
朝
戒
場
同
日
入
壇
從
斉
後
至
初
夜
半
一
井
上
甚
右
衛
門
義
山
一
井
上
隠
居
唯
心
尼
代
受
一
井
上
甚
右
衛
門
母
修
禪
一
井
上
宅
兵
衛
内
妙
英
一
井
上
内
ヤ
ナ
女
智
性
一
大
原
裏
冨
永
淺
右
衛
門
妻
智
榮
一
日
出
屋
嘉
兵
衛
道
慶
一
日
出
屋
嘉
兵
衛
妻
妙
瑩
一
小
西
政
助
母
妙
阿
一
倉
屋
勘
兵
衛
母
妙
寂
一
大
松
屋
ヨ
ネ
女
妙
貞
一
大
和
屋
利
兵
衛
母
妙
純
一
大
和
屋
利
兵
衛
内
妙
游
一
坪
内
伊
兵
衛
戒
範
一
國
高
德
左
衛
門
澄
道
一
魚
屋
源
七
母
智
教
一
神
田
久
右
衛
門
母
妙
玄
一
生
島
伊
之
助
母
皓
月
一
荒
川
滿
三
良
母
智
幽
代
受
一
諏
訪
善
助
母
妙
行
一
大
原
冨
永
新
宅
兵
治
良
明
範
一
按
摩
シ
メ
女
妙
壽
一
井
上
隠
居
内
下
女
妙
照
代
受
廿
四
日
五
日
結
縁
一
胎
界
入
壇
道
俗
尼
女
士
凡
百
四
十
人
一
大
阿
闍
梨
當
院
宥
寶
上
人
得
壽
四
十
六
法
﨟
三
十
八
同
手
代
リ
前
淨
戒
心
院
宥
義
上
人
惣
資
助
師
立
江
寺
慈
泉
律
師
龍
晃
靈
山
寺
阿
闍
梨
理
峯
師
福
成
寺
勇
信
律
師
光
仙
寺
阿
闍
梨
法
現
寶
藏
寺
阿
闍
梨
宥
天
圓
福
寺
阿
闍
梨
宥
遍
勝
福
寺
阿
闍
梨
宥
月
宝
生
寺
阿
闍
梨
隆
運
般
若
寺
阿
闍
梨
宥
覺
醍
醐
寺
阿
闍
梨
宥
信
持
福
寺
阿
闍
梨
道
惠
正
福
寺
阿
闍
梨
隆
本
當
院
資
靈
真
舎
梨
圓
通
寺
資
義
曉
舎
梨
新
受
舎
梨
泰
本
房
義
璋
房
慶
鳳
房
隆
章
房
嚴
識
房
暎
性
房
龍
範
房
繼
本
房
覺
順
房
性
善
房
已
上
○
元
治
二
乙
丑
年
四
月
廿
五
日
俗
人
受
明
入
壇
廿
三
人
朝
戒
場
同
日
入
壇
〔
從
齊
後
／
至
初
夜
〕
一
井
上
宅
兵
衛
娘
妙
惠
一
井
上
唯
心
尼
代
受
一
神
田
久
右
衛
門
母
貞
眞
一
生
島
伊
之
助
母（
マ
マ
）
皈
月
一
生
島
伊
之
助
妹
妙
雲
一
日
開
野
村
島
野
屋
嘉
兵
衛
妻
智
禪
一
大
和
屋
利
兵
衛
母
妙
純
一
大
原
浦
冨
永
淺
右
衛
門
母
代
受
爲
清
山
義
明
信
士
菩
提
一
冨
永
淺
右
衛
門
伜
道
全
代
受
一
秀
屋
嘉
兵
衛
妻
妙
瑩
一
七
條
重
兵
衛
母
妙
壽
一
嶋
野
屋
平
三
良
妻
智
賢
一
按
摩
シ
メ
女
妙
壽
一
明
石
大
丸
屋
シ
ゲ
女
妙
澄
一
七
條
重
兵
衛
妻
貞
眞
一
坪
内
伊
兵
衛
爲
先
祖
菩
提
一
寺
澤
市
兵
衛
内
彩
然
一
冨
永
淺
右
衛
門
於
サ
イ
代
受
爲
圓
覺
智
性
菩
提
一
芝
生
原
田
久
仁
之
助
爲
現
當
二
世
安
樂
一
芝
生
藏
本
保
太
良
妻
爲
現
當
二
世
安
樂
国伝山地蔵寺における「伝法灌頂」について
―２８２―
一
寺
澤
六
右
衛
門
妻
妙
智
一
大
松
屋
於
ヨ
ネ
妙
貞
一
外
ヶ
濱
千
賀
女
妙
善
一
大
阿
闍
梨
當
山
宥
寶
上
人
惣
資
助
師
一
光
仙
寺
阿
闍
梨
法
現
一
圓
福
寺
阿
闍
梨
宥
遍
一
恩
山
寺
阿
闍
梨
隆
禪
一
寶
生
寺
阿
闍
梨
隆
運
一
般
若
寺
阿
闍
梨
宥
覺
一
觀
音
寺
阿
闍
梨
惠
觀
一
立
江
寺
資
阿
闍
梨
慈
慶
一
同
院
資
阿
闍
梨
慈
教
一
當
山
資
阿
闍
梨
宥
忍
一
當
山
資
阿
闍
梨
宥
惠
已
上
受
明
元
治
二
乙
丑
年
四
月
廿
八
日
畢
宿
月
曜
甘
露
廿
八
日
朝
戒
場
同
夜
傳
法
一
安
流
許
可
傳
法
但
本
流
中
―
助
任
万
福
寺
助
法
榮
信
房
廿
三
歳
一
安
流
同
但
本
流
三
―
憲
方
勢
見
觀
音
寺
資
行
信
房
十
五
一
安
流
同
但
本
流
三
―
憲
方
立
江
地
藏
寺
資
龍
岳
慈
海
房
十
五
一
安
流
同
但
本
流
三
―
憲
方
八
万
圓
福
寺
資
戒
傳
永
信
房
十
六
已
上
一
大
阿
闍
梨
宥
寶
師
惣
資
助
師
一
光
仙
寺
阿
闍
梨
法
現
一
福
成
寺
阿
闍
梨
勇
信
一
圓
福
寺
阿
闍
梨
宥
遍
一
恩
山
寺
阿
闍
梨
隆
禪
一
大
代
勝
福
寺
阿
闍
梨
宥
月
一
寶
生
寺
阿
闍
梨
隆
運
一
般
若
寺
阿
闍
梨
宥
覺
一
觀
音
寺
阿
闍
梨
惠
觀
一
立
江
寺
資
慈
慶
舎
梨
一
同
院
資
慈
教
舎
梨
一
當
山
資
靈
眞
舎
梨
一
當
山
資
泰
本
舎
梨
一
上
ニ
付
落
醍
醐
寺
阿
闍
梨
宥
信
已
上
《
資
料
3
》
國
傳
山
地
藏
寺
藏
『
傳
法
灌
頂
受
者
僧
名
受
明
灌
頂
名
面
帖
（
元
治
元
年
）』35箱
24
〈
外
題
〉
傳
法
灌
頂
受
者
僧
名
受
明
汀
名
面
帖
（
直
書
）
〈
内
題
〉（
ナ
シ
）
〈
尾
題
〉（
ナ
シ
）
〈
体
裁
・
法
量
等
〉
元
治
元
（
一
八
六
四
）
年
写
二
四
・
九
×
一
六
・
二
糎
4
針
仮
綴
界
線
ナ
シ
一
頁
六
行
八
丁
共
紙
表
紙
〈
奥
書
〉（
ナ
シ
）
〈
墨
書
〉「
元
治
元
年
甲
子
九
月
日
甘
露
日
／
當
山
知
事
」（
表
紙
）
【
表
紙
】元
治
元
年
甲
子
九
月
甘
露
日
傳
法
灌
頂
受
者
僧
名
受
明
汀
名
面
帖
當
山
知
事
【
本
文
】
廿
日
當
山
宥
寶
資
一
三
寶
覺
雄
方
宥
惠
泰
本
房
入
壇
安
世
壽
十
七
法
﨟﹇
×
七
﹈
八
年
同
勢
見
觀
音
寺
資
一
三
寶
憲
方
法
淳
隆
章
房
入
壇
安
世
壽
十
八
法
﨟
七
年
原 卓 志
―２８３―
同冨
田
光
仙
寺
資
一
三
―
憲
戒
存
智
純
房
入
壇
安
世
壽
十
七
法
﨟
六
年
廿
一
日
助
任
万
福
寺
資
一
三
―
覺
雄
方
覺
州
慶
鳳
房
入
壇
安
世
壽
十
八
法
﨟
五
年
同
北
方
坂
東
霊
山
寺
資
一
三
宝
覺
雄
方
舜
峯
暎
性
房
入
壇
安
世
壽
十
五
法
﨟
五
年
廿
日
北
方
高
木
寶
嚴
寺
資
一
三
―
憲
英
雄
義
璋
房
入
壇
安
世
壽
十
九
法
﨟
八
年
同
北
方
木
津
長
谷
寺
資
一
三
―
覺
法
充
繼
本
房
入
壇
世
壽
十
五
法
﨟
七
年
廿
一
日
同
寺
資
一
三
―
覺
嚴
識
隆
順
房
入
壇
安
世
壽
十
八
法
﨟
六
年
同
南
方
由
岐
般
若
寺
資
一
中
―
宥
法
性
善
房
世
壽
十
八
法
﨟
七
年
同
北
方
三
好
郡
花
園
村
成
願
寺
資
一
三
―
憲
憲
高
龍
範
房
世
壽
二
十
法
﨟
十
年
同
宮
井
村
青
蓮
庵
資
一
三
―
憲
教
眞
覺
順
房
入
壇
安
世
壽
十
六
法
﨟
五
年
一
廿
日
五
人
一
廿
一
日
六
人
ナ
ル
故
假
受
者
一
人
合
七
人
同
廿
三
日
俗
受
明
灌
頂
廿
三
人
○
一
法
名
義
山
井
上
甚
右
衛
門
○
一
法
名
如
下
同
唯
心
○
一
法
名
修
禪
同
甚
右
衛
門
母
○
一
法
名
妙
英
同
宅
兵
衛
内
○
一
法
名
智
性
同
内
ヤ
ナ
女
○
一
法
名
智
榮
大
原
浦
冨
永
淺
右
衛
門
妻
○
一
法
―
妙
瑩
秀
屋
嘉
兵
衛
妻
○
一
法
―
道
慶
同
嘉
兵
衛
○
一
法
―
妙
阿
小
西
政
助
母
○
一
法
―
妙
寂
倉
屋
勘
兵
衛
母
○
一
法
―
妙
貞
大
松
屋
於
ヨ
ネ
○
一
法
―
妙
純
大
和
屋
利
兵
衛
母
○
一
法
―
妙
游
同
人
内
○
一
法
―
戒
範
坪
内
伊
兵
衛
○
一
法
―
澄
道
國
高
德
左
衛
門
○
一
法
―
智
教
魚
屋
源
七
母
国伝山地蔵寺における「伝法灌頂」について
―２８４―
○
一
法
―
妙
玄
神
田
久
右
衛
門
母
○
一
法
―
皓
月
生
島
伊
之
助
母
○
一
法
―
智
幽
荒
川
滿
三
良
母
○
一
法
―
妙
行
諏
訪
善
助
母
○
一
法
―
妙
善
外
ヶ
濱
千
賀
○
一
法
―
明
範
大
原
冨
永
新
宅
兵
次
良
○
一
法
―
妙
壽
按
摩
於
シ
メ
女
○
一
―
妙
照
井
上
隠
居
内
下
女
《
資
料
4
》
國
傳
山
地
藏
寺
藏
『
傳
法
灌
頂
受
者
僧
名
受
明
灌
頂
名
面
帖
（
明
治
十
一
年
）』
35
箱
23
〈
外
題
〉
傳
法
灌
頂
受
者
僧
名
受
明
汀
名
面
帖
（
直
書
）
〈
内
題
〉（
ナ
シ
）
〈
尾
題
〉（
ナ
シ
）
〈
体
裁
・
法
量
等
〉
明
治
十
一
（
一
八
七
八
）
年
写
二
四
・
四
×
一
七
・
二
糎
4
針
仮
綴
界
線
ナ
シ
一
頁
六
行
六
丁
共
紙
表
紙
〈
奥
書
〉（
ナ
シ
）
〈
墨
書
〉「
明
治
十
一
戊
寅
年
五
月
廿
一
日
／
當
山
知
事
」（
表
紙
）
【
表
紙
】明
治
十
一
年
戊
寅
五
月
廿
一
日
傳
法
灌
頂
受
者
僧
名
受
明
汀
名
面
帖
當
山
知
事
【
本
文
】
旧
四
月
十
九
日
女
宿
月
曜
當
山
宥
寶
資
一
三
寶
覺
雄
方
宥
全
教
範
房
入
壇
安
世
壽
二
十
法
﨟
十
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国伝山地蔵寺における「伝法灌頂」について
―２８６―
I analyze Denpo Kanjo（伝法灌頂）in this article as part of the study on learning by priests in local
temples in the early modern period. Denpo Kanjo is a ceremony which is held only for those who have
mastered Shidokegyo（四度加行）, the four major prayers. It is a ceremony to qualify as Ajari（阿闍梨）,
a chief priest of a temple. To hold a Denpo Kanjo ceremony is considered to be one of the goals to
achieve for priests under training. Using related documents such as Denpo Kanjyo Jyusharoku（伝法灌頂
受者録）and Denpo Kanjo Injin（伝法灌頂印信）in possession of Kokudenzan Jizoji（Matushima−cho,
Komatsushima city）, I outline when, by whom, for whom and how Denpo Kanjo were performed. I in-
clude as annex the reprint of the Denpo Kanjo−related documents possessed by Kokudenzan Jizoji.
A Study on Denpo Kanjo in Possession of Kokudenzan Jizoji Temple
HARA Takuji
―２８７―
